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序

　国指定史跡払田柵跡は、管理団体の大仙市による環境整備事業も順調に進み、県内外から訪

れる見学者も年々増加しております。史跡の実体を解明するため、調査を継続している当事務

所にとっても、その成果をもとに復元された史跡公園に地域の方々が集い、ふるさとの誇りと

なっていることは、喜びに堪えないところであります。

　平成29年度は、第９次５年計画の４年次として、長森丘陵南側の沖積地を対象に第151次調

査を実施するとともに、関連遺跡の調査として、横手市雄物川町において遺跡の試掘調査候補

地を選定するための踏査を行いました。

　第151次調査は、第148～150次調査に引き続いて大路地区北西側の沖積地を調査し、外郭

南門南西官衙域における、10世紀初めの整地面についてその詳細を確認することができまし

た。大路西建物西側の広い範囲に造成された盛土には少なくとも二時期の段階が想定され、縄

文時代から古代、中世、近世、現代に至るまでの利用状況の変遷を地層で確認することができ

ました。第149次調査で盛土造成前の祭祀遺構と推定された土坑は、今回の調査により、二期

目の整地面上に構築された大型掘立柱建物跡の柱穴の一つであることが確認されました。ま

た、複数の盛土単位や造成にあたって整えられた排水設備なども面的に検出することができま

した。さらに、造成土中の十和田ａ火山灰二次堆積層の直下からは漆紙文書が出土し、出土文

字資料としては初めて「秋田城」の文字を確認することができました。今後の払田柵跡の東北

古代史上に果たした役割を検討する上で貴重な資料となります。解読にあたられた国立歴史民

俗博物館の三上喜孝先生には感謝致します。

　本書は以上のような調査成果とともに、史跡調査に関する普及活動などの成果をまとめたも

のであり、様々な機会に御活用いただければ幸いと存じます。

　最後に、発掘調査並びに本書作成にあたって指導と助言を賜りました、文化庁記念物課、宮

城県多賀城跡調査研究所に感謝申し上げますとともに、史跡管理団体である大仙市・大仙市教

育委員会、並びに美郷町・美郷町教育委員会の御協力に対し、厚く御礼申し上げます。また、

関連遺跡の調査においては、土地所有者の方々及び横手市教育委員会に多大な御協力をいただ

きました。ここに深く感謝申し上げます。

　　平成30年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田県教育庁払田柵跡調査事務所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　長　櫻　田　博　憲



例　言

１ 　本年報は、秋田県教育庁払田柵跡調査事務所が平成29年度に実施した調査研究事業である、払

田柵跡第151次調査、関連遺跡の調査、及び調査成果の普及と関連活動の成果を収載したものであ

る。第４章には関連遺跡の調査として実施した、横手市雄物川町造山地区における調査成果を収載

した。

２ 　巻末に特別報告として国立歴史民俗博物館三上喜孝氏（東京大学大学院　井上翔氏協力）による

第７号漆紙文書についての報告を収載した。

３ 　本報告書に使用した地形図等は、国土地理院発行25,000分の１地形図「六郷」（第１図）である。

４ 　発掘調査並びに本年報作成にあたり、史跡払田柵跡調査指導委員である秋田大学名誉教授・秋田

県立博物館名誉館長　新野直吉氏、国立歴史民俗博物館名誉教授　岡田茂弘氏、富山大学名誉教授

黒崎直氏、秋田大学名誉教授　熊田亮介氏から指導を賜った。

５ 　本年報を作成するにあたり、次の方々より有益な教示をいただいた。記して謝意を表する。

　 近江俊秀・浅野啓介・森先一貴（文化庁記念物課）　渡部育子（秋田大学）　鈴木拓也（近畿大

学）　藤澤良祐（愛知学院大学）　根岸洋（国際教養大学）　伊藤武士（秋田市観光文化スポーツ

部文化振興課）　神田和彦・児玉駿介（秋田城跡調査事務所）　齊藤浩志・佐藤健太郎・熊谷明希

（大仙市教育委員会）　龜井崇晃（美郷町教育委員会）　島田祐悦・佐藤知也（横手市教育委員

会）　山崎文幸　株式会社大測　以上　順不同・敬称略

６　調査に係る全ての資料は、秋田県教育委員会が保管している。

７ 　本年報は当事務所長の指導のもと、宇田川浩一・吉川耕太郎が作成・編集した。また、墨書土器

の判読は秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室伊豆俊祐文化財主事の協力を得た。

凡　例

１ 　遺構等の実測図は、世界測地系（測地成果2000）による平面直角座標系第Ⅹ座標系を基準に作成

した。実測図・地形図中の方位は座標北を示し、磁北はこれよりＮ７°30′00″Ｗであり、真北

はＮ０° 10′38″Ｅである。詳細は『払田柵跡調査事務所年報2005』（2006年３月刊）の第３章

第３節２を参照いただきたい。また平成27年度第149次調査の調査杭打設にあたり、平成16・17年

度打設の基準杭とそれ以前に打設した基準杭の水準値について、数十cmのずれが確認された。こ

れは国土地理院による改測や水準測量原点の変更等、複合的な要因によるものだが、既報告の調査

成果に係る水準値を二次的に使用する際には、補正が必要となる場合があるため、調査事務所まで

問い合わせ願いたい。

２ 　土層断面図等の土色の表記は、小山正忠・竹原秀雄『新版標準土色帖』（19版1997年）に拠

る。本書の記述にあたり、土質（性）を重視して記載した。表記にあたり基本層序は、ローマ数字

（Ⅰ、Ⅱ･･･）、遺構堆積土はアラビア数字（１、２･･･）を使用した。

３ 　出土遺物のうち酸化炎焼成によるロクロ成形土器については、内外面が黒色処理のものを黒色土

器、内面のみ黒色処理のものを内黒土師器、黒色処理されていないものを土師器と記載した。
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第１章　遺跡の概要

　払田柵跡は、秋田県大仙市払田・仙北郡美郷町本堂城回に所在する古代城柵官衙遺跡である。遺

跡は雄物川の中流域に近く、大仙市大曲地区の東方約６㎞、横手盆地北側の仙北平野中央部に位置

する。遺跡は、第三紀硬質泥岩からなる真山・長森の小丘陵を中心として、北側を川口川・矢島川

（烏川）、南側を丸子川（鞠子川、旧名:荒川）によって挟まれた沖積低地に立地する。遺跡は、明

治35・36（1902・03）年の千屋村（現美郷町）坂本理一郎による溝渠開削の際や、明治39（1906）

年頃から開始された高梨村（現大仙市）耕地整理事業の際に土中に埋もれ木があると知られたことが

端緒となっている。その後、この埋もれ木について地元の後藤寅之助（宙外）・藤井東一（甫公）ら

が注目し、氏らによって歴史的遺産と理解された。

　昭和５年３月に高梨村が調査を実施したが、その中心となったのは後藤寅之助であった。さらに同

年10月に文部省嘱託上田三平によって学術調査が行われ、遺跡の輪郭が明らかにされた。この結果

に基づき、昭和６年３月30日付けで秋田県最初の国史跡の指定を受け、昭和63年６月29日付けで史

跡の追加指定がなされ、現在に至っている。史跡指定面積は899,380.97㎡である。

　払田柵跡周辺においては、昭和48（1973）年に「新農村基盤総合整備パイロット事業」が計画さ

れ、史跡内の農道拡幅・新設・舗装、丘陵の公園化などが計画された。しかし文化庁からは、史跡内

容が未解明であり、許可判断の目安すらない状況であることから、指定地内の現状変更について不許

可方針が示され、同時に県が主体となり史跡内容を確認するため学術調査を継続することが不可欠で

あることが指導された。さいわいにも地元管理団体である仙北村及び地域の人々の深い理解により、

史跡指定地内は開発計画から除外され、以後協議を重ねて県・村・国の三者による役割分担が行われ

た。第一に秋田県は史跡の実体を解明するため、昭和49（1974）年４月に「秋田県払田柵跡調査事

務所」（昭和61年４月「秋田県教育庁払田柵跡調査事務所」と改称）を設置し、計画的に発掘調査

を進める。これは史跡が２つの自治体（旧仙北村及び旧千畑村）に跨がって所在する点、及び高度な

行政判断を伴う専門性を考慮した国の指導である。第二に地元仙北村（後の仙北町、現大仙市）は、

史跡の重要な箇所を保護するために公有化を進めるとともに、学術的な調査成果に基づいた史跡公園

として整備する。第三に国（文化庁）は、県による学術調査事業、及び村による土地公有化・環境整

備事業について、長期的な計画として指導するとともに、国庫補助事業として承認する。このよう

に、地元自治体により公有化された史跡の重要箇所が調査地として提供され、その調査成果の蓄積が

環境整備事業に反映されるとともに、地域住民や県民、ひいては国民に活用される形で還元されると

いう、埋蔵文化財保護のモデルともいえる体制がつくられたのである。

　史跡は長森・真山を囲む外柵と、長森を囲む外郭線からなり、長森丘陵中央部には政庁がある。政

庁は板塀で区画され、正殿・東脇殿・西脇殿や附属建物群が配置されている。これら政庁の建物には

５時期（第Ⅰ～Ⅴ期）の変遷があり、創建は９世紀初頭、終末は10世紀後半である。政庁の調査成

果は昭和60（1985）年に報告書『払田柵跡Ⅰ－政庁跡－』として公刊された。

　一方、区画施設である外柵は、真山・長森の二つの丘陵を囲むようにしてあり、東西1,370ｍ、南

北780ｍの長楕円形で、標高32～37ｍ、総延長約3,600ｍ、外柵によって囲まれる遺跡の総面積は約
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878,000㎡である。外柵は１時期の造営で杉角材による材木塀が一列に並び、東西南北に八脚門が開

く。外郭は、長森を取り囲むようにしてあり、東西765ｍ、南北320ｍの長楕円形で、面積約163,000

㎡、最高地は標高53ｍである。外郭線の延長は約1,760ｍで石塁（南門脇）、築地塀（東・西・南の

山麓）と材木塀が連なり、東西南北に八脚門を配する。外郭線は全体に４時期にわたる造営が認めら

れる。なお外柵・外郭は、従来それぞれ外郭線・内郭と呼称されていたが、それまでの調査成果を踏

まえ、平成７年から呼び替えたものである。これら区画施設の調査成果は、平成11（1999）年に報

告書『払田柵跡Ⅱ－区画施設－』として公刊された。

　外郭を構成する長森地区各所の官衙域については、政庁の東側に実務官衙域、西側には２か所の鍛

冶工房域の存在が明らかとなり、また長森丘陵北側の調査成果とともに、平成21（2009）年に報告

書『払田柵跡Ⅲ　－長森地区－』として公刊された。

　出土品には、須恵器・土師器・瓦質土器・緑釉陶器・灰釉陶器・青磁（越州窯系）・瓦・硯などの

ほか、紡錘車・坩堝・羽口・支脚などの土製品、石帯・砥石・金床石などの石製品、鉄鏃・鎌・刀

子・釘・紡錘車などの鉄（銅）製品・鉄（銅）滓類、斎串・曲物・挽物・鋤・楔・絵馬（２点）など

の木製品、漆紙文書（６点）・木簡・墨書土器（朱書もあり）・箆書土器などの文字資料がある。

　木簡（刻字のある柵木15点を含む）は108点確認されており、「飽海郡少隊長解申請」「十火大粮

二石八斗八升」「嘉祥二年正月十日」などと記された文書・貢進用木簡があり、「別當子弟大伴寧

人」「鹿毛牡馬者」「矢田部弓取」「北門」「狄藻」（以上墨書）、「山本」「最上」「最上四」

「禰木田」「一三□木二」「全二」「行」（以上刻字）などの文字もある。

　墨書・箆書土器は第150次調査までに635点出土・採集されており、一少隊御前下・大津郷・鷹空

上・懺悔・小勝・音丸・北門・北預・厨家・靫大・中大・中万・厨・官・舎・館・麿・宅・新・吉・

秋・郡・千・主・長・酒・安・賀・全・成・前・伴・部・左・文・名・上・下・矢・車・工・益・

山・就・立・生・平・延・圓・集・大・木・中・仲・犬・方・継・廰・舂・又・十・七・没（以上墨

書）、「出羽［　］郡□男賀凡酒坏」（箆書）などの文字が認められる。

　管理団体である大仙市は、昭和54年度から保存管理計画による遺構保護整備地区の土地買い上げ

事業を進めており、昭和57年度からは調査成果に基づいて環境整備事業を実施している。さらに平

成３年度から「ふるさと歴史の広場」事業により、外柵南門跡や大路東建物跡、河川跡・橋梁の復元

整備、ガイダンス施設（払田柵総合案内所）の設置などを行い、さらに平成７年度からは「ふれあい

の史跡公園」事業により、政庁東方の官衙建物跡の整備などを実施した。 10～12年度には外郭西門

跡の門柱及びこれに取り付く材木塀跡の復元整備を、13年度からは外郭北門から東門周辺の整備事

業を開始しており、本年度は外柵南門西側の材木塀整備を実施している。また、18年度より外郭北

門周辺の低地部には埋没遺材の保護管理を目的として水位計を６か所設置しており、継続的な水位の

観察が続けられている。

　なお、平成28年度までに実施した過去43年間の発掘調査面積は、秋田県埋蔵文化財センター（第

102・128・131・134・138・143・145・147次）・大仙市（旧仙北町）・美郷町（旧千畑町）調査

分を含めて、延べ55,932㎡（重複調査分を差し引くと実質52,897㎡）であり、史跡指定総面積のう

ちの5.9％にあたる。
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【第１表の註】
１　秋田県教育委員会1987『秋田県遺跡地図（県南版）』
２　秋田県教育委員会1981『秋田県の中世城館』秋田県文化財調査報告書第86集
３　千畑町1986｢古銭発掘由来記｣『千畑町郷土史』
４　秋田県教育委員会1981『内村遺跡』秋田県文化財調査報告書第82集  
５　千畑町教育委員会2004『中屋敷Ⅱ遺跡』千畑町文化財調査報告書第６集  
６　千畑町教育委員会2004『十二遺跡・上飛沢遺跡』千畑町文化財調査報告書第７集 
７　秋田県教育委員会2005『厨川谷地遺跡』秋田県文化財調査報告書第383集
８　今村義孝校注1966『奥羽永慶軍記（上）（下）』人物往来社  
９　美郷町教育委員会2005『町内遺跡詳細分布調査報告書』美郷町文化財調査報告書第１集
10　山崎文幸2004「秋田・観音堂遺跡」『木簡研究』第26号　木簡学会  
11　大仙市教育委員会からの情報提供による。
12　秋田県教育委員会2005『中屋敷Ⅱ遺跡』秋田県文化財調査報告書第384集  
13　美郷町教育委員会からの情報提供による。
14　秋田県教育委員会1996『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第267集
15　秋田県教育委員会2007『秋田県遺跡地図（仙北地区版）』
16　島田祐悦・高橋学2007「内村遺跡」『横手市史 資料編 考古』
17　美郷町教育委員会2008『城方小屋遺跡・森崎Ⅱ遺跡』美郷町埋蔵文化財調査報告書第６集
18　美郷町教育委員会2007『本堂城跡』美郷町埋蔵文化財調査報告書第５集
19　美郷町教育委員会2008『町内遺跡詳細分布調査報告書』美郷町埋蔵文化財調査報告書第７集
20　美郷町教育委員会2011『本堂城跡』美郷町埋蔵文化財調査報告書第11集
21　山形博康2012「秋田・本堂城跡」『木簡研究』第34号　木簡学会

第１表　払田柵跡周辺の主な古代・中世・近世遺跡一覧（第１図）

地図番号 遺跡名 所在地 備考 註
212-53-1 
434-54-1 払田柵跡

大仙市払田 
美郷町本堂城回

古代城柵官衙遺跡（９世紀初頭～ 10世紀後半）集落（縄文）、墓地（中
世）、城館（堀田城）

212-53-2 繁昌Ⅰ遺跡 大仙市高梨 遺物包含地（木製品）：古代 1
212-53-3 繁昌Ⅱ遺跡 大仙市高梨 遺物包含地（土師器 ･須恵器） 1
212-53-4 上高梨遺跡 大仙市高梨 遺物包含地（須恵器） 1
212-53-5 堀田城跡 大仙市払田 真山丘陵を利用した中世城館跡 2･8
212-53-6 境田城跡 大仙市払田 中世城館跡：天正 18年（1590）破却 2
212-53-7 杉ノ下Ι遺跡 大仙市横堀 遺物包含地（須恵器） 1
212-53-9 鍛冶屋敷遺跡 大仙市板見内 遺物包含地（土師器 ･須恵器） 1
212-53-13 四十八遺跡 大仙市上野田 遺物包含地（土師器 ･須恵器） 1
212-53-14 中村遺跡 大仙市上野田 遺物包含地（土師器 ･須恵器） 1
212-53-18 弥兵谷地遺跡 大仙市板見内 遺物包含地（須恵器） 1
212-53-19 一ツ森遺跡 大仙市板見内 遺物包含地（須恵器系陶器壺） 1
212-53-24 堰口遺跡 大仙市板見内 遺物包含地（鉄滓） 15
212-53-25 田ノ尻遺跡 大仙市払田 遺物包含地（土師器 ･須恵器） 1
212-53-27 観音堂遺跡 大仙市板見内 近世集落跡、掘立柱建物跡、井戸等検出 10
212-53-28 北畑遺跡 大仙市北畑 中世集落・墓地、火葬墓、2005年発掘調査 11
212-53-29 一ツ森Ⅱ遺跡 大仙市堀見内 遺物包含地（須恵器）、2003年発見 11
212-53-30 八幡堂遺跡 大仙市板見内 遺物包含地（土師器、中近世陶器） 11
212-53-32 下川原遺跡 大仙市払田 遺物包含地（土師器）、1995年発見 14
434-54-2 本堂城跡 美郷町本堂城回 本堂氏の居館跡、2004年～確認調査 18･20･21
434-54-3 厨川谷地遺跡 美郷町土崎 埋蔵銭出土地（1915年≪大正４≫出土）古代祭祀遺跡、2001年発掘調査 3･7
434-54-4 中屋敷Ι遺跡 美郷町土崎 寺院跡 1
434-54-5 中屋敷Ⅱ遺跡 美郷町土崎 縄文・古代集落跡、2002・03年発掘調査 5･12
434-54-14 内村遺跡 美郷町千屋 古代集落跡、1980年発掘調査、中国産青磁出土 4･16
434-54-23 砂館跡 美郷町中野 城館跡 2
434-54-27 厨川谷地Ⅱ遺跡 美郷町土崎 中世以降？、2000年発見 9
434-54-28 厨川谷地Ⅲ遺跡 美郷町土崎 古代、2001年発見 9
434-54-29 下中村遺跡 美郷町土崎 古代、2002年発見、墨書土器出土 9
434-54-30 飛沢尻遺跡 美郷町土崎 古代、2002年発見、墨書土器・和鏡出土 9
434-54-31 下飛沢遺跡 美郷町土崎 古代、2002年発見 9
434-54-32 上飛沢遺跡 美郷町土崎 古代、2003年発掘調査、掘立柱建物跡検出 6
434-54-33 上館遺跡 美郷町土崎 中近世城館跡か、2002年発見 13
434-54-35 松ノ木遺跡 美郷町土崎 中世～近世、2003年の確認調査で柱穴確認 9
434-54-36 八幡殿遺跡 美郷町土崎 古代集落跡か、2003年確認調査 9
434-54-38 西館遺跡 美郷町本堂城回 縄文・古代、2005年発見 13
434-54-40 森崎Ⅰ遺跡 美郷町本堂城回 古代、2006年発見、墨書土器出土 19
434-54-41 城方小屋遺跡 美郷町本堂城回 古代集落跡、2007年発掘調査、柵列跡、土坑墓 17
434-54-42 北館遺跡 美郷町本堂城回 近世集落跡、2006年発見 13
434-54-43 森崎Ⅱ遺跡 美郷町本堂城回 古代集落跡、2007年発掘調査、竪穴住居跡 17
434-54-44 田町遺跡 美郷町本堂城回 古代遺物散布地、2007年発見 13
※地図番号の 212は大仙市管内、53は旧仙北町域を示し、434は美郷町管内、54は旧千畑町域を示す。
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第２章　調査研究事業の計画と実績

第１節　第９次５年計画の概要

　秋田県は、史跡払田柵跡の解明にあたるため、昭和49年４月に秋田県払田柵跡調査事務所を開設し

（昭和61年４月「秋田県教育庁払田柵跡調査事務所」と改称）、同年から５年で１単位の中期計画を

立案して継続的な発掘調査を毎年実施している。

　第１～２次５年計画（昭和49～58年度）では、主に「中枢施設の全面発掘」を行い、政庁域の建物

や区画施設（板塀跡）の配置、変遷を明らかにした。第３～５次５年計画（昭和59～平成10年度）で

は、外柵・外郭の区画施設（築地・材木塀跡）や門跡、長森丘陵部東側の官衙域、外郭周辺低地（主

に外郭南門～外柵南門跡間の南北大路周辺）の調査を行った。このように第１～５次の５年計画によ

る25年間の発掘調査では、城柵官衙遺跡の中枢ともいえる政庁域と門跡を含む区画施設の様相把握、

及び柵内の一部地区（主に長森丘陵部東側、南北大路周辺）における遺構内容の解明が進められた。

　第６次５年計画（平成11～15年度）は、過去25年間の調査成果と派生する課題を踏まえ、その後の

調査や環境整備に資することを目的に、主に長森丘陵の各場にどのような施設が存在するのかを足早

に把握しようとした。調査は長森丘陵部西側から開始したが、調査にあたりトレンチ法を採用したこ

とで結果的には、少ない調査面積で多くの情報を得ることができた。第６次５年計画で採用した調査

手法は、長森丘陵部における場の使われ方を予測することと、払田柵跡を適切に保存・管理し、活用

するためにも有効であることを再確認した。

　第７次５年計画（平成16～20年度）では、「払田柵跡の各地区における遺構内容及び場の機能の調

査」として、トレンチ法を用いて実施した。その中での重点区は、長森丘陵部北側、外柵地区南東部

（沖積地）、真山丘陵部であった。また、「払田柵跡関連遺跡の現況調査及び情報収集」という柵外

にも視野を広げた計画を掲げ、平成19年度には、横手市雄物川町造山地区で試掘調査を実施した。

　第８次５年計画（平成21～25年度）では、引き続き「払田柵跡の各地区における遺構内容及び場の

機能の調査」として、トレンチ法を用いて実施した。その中での重点区は、外柵地区（沖積地・微

高地部）の調査で、外郭南門東方官衙域及び南西官衙域周辺、並びに外郭北西部のほか、外柵地区

東部・北部の沖積地を調査した。また払田柵跡関連遺跡の調査として、引き続き平成21・23～27年度

に、横手市雄物川町造山地区で試掘調査を実施した。

　過去40年間の実績を踏まえ、払田柵跡内外の各地区における場の使われ方と詳細な遺構内容を把握

し、歴史的意義や特色を明確にすることを目指し、第９次５年計画では次の調査を行う。

（１）払田柵跡の各地区における遺構内容及び場の機能の調査
　調査対象地区は、払田柵跡内全域ではあるが、特に外柵地区と真山地区を重点地区として進める。

　①外柵地区（沖積地・微高地部）の調査

　 　沖積地・微高地部の調査は、区画施設等の重要遺構及び柵内南東部域を除き、ほとんど行われて

来なかった。第８次５年計画で調査を進めたところ、長森丘陵裾部には一定の広さの微高地が広

がっており、外郭線の外側においても、比較的長い時間幅を持つ官衙域が形成されていることが明
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らかとなった。しかし水田として作付けが行われている地区であることから制限されることが多

く、対象範囲も広大なため、引き続き「場の機能」解明のため、地権者の同意を得た上でトレンチ

調査を実施する。そのなかでも、長森丘陵部南辺の沖積地を重点地区とする。

　②真山地区の調査

　 　払田柵跡創建期の内容解明にとって重要な真山地区の調査を実施する。小規模ではあるが遺構内

容確認調査を行う。

（２）払田柵跡関連遺跡の試掘調査等
　払田柵跡の解明には指定地内の調査に加え、指定地外の同時代関連遺跡の調査が必要である。その

ために、関連資料・情報の収集、現地踏査を踏まえた上で可能であれば試掘調査を実施する。

　また、一連の作業・調査を通じて県内各市町村との連携を深め、当事務所が蓄積している史跡発掘

調査・研究についての実践的な技術指導、史跡の保存・活用に関する情報の提供等を行う。

　当面は近年のほ場整備対応調査により奈良時代の集落遺跡が多数確認され、また瓦・硯など官衙関

連遺物の出土も確認されている横手市雄物川町造山地区周辺を対象とし、一定の成果蓄積を目指す。

また、南接する雄勝郡羽後町等において踏査を実施するとともに調査目的の周知及び働きかけを進

め、以後の試掘調査等につなげていく。

第２節　本年度事業の計画と実績

　払田柵跡調査事務所が平成29年度に実施した事業は、第９次５年計画等に基づき、下記の項目を設

定し、実施・活動した。

（１）払田柵跡の発掘調査　　　（２）関連遺跡の調査　　　（３）調査成果の普及と関連活動

　本節では（１）についての調査計画及び実績の概要を記し、詳細は第３章に記録する。（２）は第

４章、（３）は第５章にそれぞれの概要を収録する。

　本年度の発掘調査は、次のような「平成29年度払田柵跡調査計画」を立案して調査を実施した。発

掘調査事業費は、総経費4,820千円であり、うち国庫補助額2,379千円（49％）、県一般財源2,424千円

（50％）、諸収入17千円である。

　第151次調査は、外郭南門外の沖積地に位置する南西官衙域の西側における遺構分布状況を確認す

る調査である。

第２表　平成29年度払田柵跡調査計画表

調査次数 調査地区 調査内容 調査面積 調査期間・備考

第 151次 大路地区
（大仙市払田字仲谷地　地内） 遺構内容確認調査 250㎡ ６月５日～８月１日

※文化庁補助事業
合　計 １地区 250㎡

　本年度調査の実績は第３表のとおりである。

第３表　平成29年度払田柵跡調査実績表

調査次数 調査地区 調査内容 調査面積 調査期間・備考
第 151次 大路地区

（大仙市払田字仲谷地　地内）
遺構内容確認調査 189㎡ ６月５日～８月 23日

※文化庁補助事業
合　計 １地区 189㎡
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第３章　第151次調査の概要

第１節　調査の目的、課題と調査区、調査経過

　本調査は、第９次５年計画で示した「外柵地区（沖積地・微高地部）の調査」として実施した。調

査区は大路地区の北西側、外郭南門南西側に広がる沖積地である。大路西建物として柱列が復元表示

されたＳＢ1060掘立柱建物跡の西側にあたる。

　当該地区は、平成26～28年度実施された第148～150次調査において、盛土整地、大溝、複数の鍛冶

炉、土器焼成遺構が検出された。このような、丘陵裾部の微高地を中心に土地造成を行って平坦面を

拡張し、東西軸を持つ大溝が開削されている。同様の造成が、大路を挟んだ反対側にある外郭南門南

東側の東方官衙域においても10世紀初めに行われた。

　第148～150次調査の成果と課題を踏まえ、調査目的を外郭南門南西官衙域に近接する沖積地を対象

に、「ＳＢ1060大路西建物西側における遺構分布状況を確認すること」とし、２点の課題を設定した。

　第151次調査では、大路地区に復原されているＳＢ1048・1060大路西建物の西側低地における遺構

分布状況を確認することを目的とし、以下に記す２つの課題を設定した。

　＜課題①＞
　第148次調査（平成26年度）以来調査しているＳＸ2141盛土整地地業（10世紀前半）の南西部縁辺

を確認し、整地面の遺構分布状況を把握すること。

　＜課題②＞
　盛土下部の粘土ブロック層を人為・自然堆積の２方向から検討し、成因を結論づけること。

　調査区は旧水田で、標高は33ｍ弱である。上記２つの課題を解明するため、グリッド杭ＨＢ19・Ｈ

Ｄ19・ＨＦ21・ＨＦ23・ＨＤ24・ＨＡ24・ＧＲ23・ＧＳ21・ＨＡ20で囲まれる南北24ｍ、東西15ｍの

範囲を調査対象地区として選定し、トレンチ調査を行った。

　調査の結果、課題①については、ＳＸ2141盛土整地地業の中層面から掘立柱建物跡の一部を検出し

た。しかし、地業の南限・西限は確認出来なかった。課題②について、盛土層下部の白色粘土ブロッ

ク層は人為堆積と結論した。

　ＳＸ2141盛土整地地業の中層からＳＢ2168掘立柱建物跡、ＳＡ2171柱穴列１条を検出した。両者は、

共通して南北軸をもつ。ただし、遺構間が２ｍとごく近いこと、軸は同一方位を向くものの若干ずれ

ることから、同一建物の母屋・庇を構成するのか、時期を違えた別建物なのかは明らかにしていない。

　ＳＢ2168掘立柱建物跡を構成する柱を探す過程で、第149次調査において調査したＳＫ2158土坑を

再調査し、柱穴ｐ２とした。

　ＳＸ2141盛土整地地業盛土層の下部から、ＳＸ2166溝跡を検出した。南北に伸びて今回の調査区外

に達している。北側はＳＤ2154大溝と連結したか否かの関係が、南側はＳＸ2141盛土整地地業の南側

縁辺の外へ出るか否かが問題である。

　課題②とした白色粘土層の成因を明らかにするために、ＨＦ22－ＧＲ22杭間をつなぐトレンチを掘

り、地層の連続性を確認した。昨年はＨＥ22で問題の（人為堆積に見える）白色粘土層が下方へ潜っ
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ていく様子を確認していたので、その続きを追ったところ、確実な旧地表土上・確実な上部盛土層

の間に連続して堆積していることが明らかとなった。そして、ＨＦ22における白色粘土層の堆積形態

は、旧地表土上に盛られた盛土の上部に貼られた様に堆積している。従って、ＨＦ22では盛土上に貼

られていること、旧地表土の傾斜に沿って南に向かい連続して堆積していることから、人為堆積で平

坦面造成の初期段階に一気に積まれた粘土層と解釈した。

　ＳＸ2141盛土整地地業を掘り下げている過程で、第７号漆紙文書が出土した。出土地点はＨＤ21グ

リッド、層位は11層盛土単位５（地表下30cm程度）である。漆紙文書の周囲、同一層からは９世紀

第２四半期～10世紀第２四半期の土師器・須恵器が出土した。十和田ａ火山灰の再堆積層に覆われる

ことから、10世紀第２四半期の盛土層と推測される。

　今後の課題として、ＳＸ2141盛土整地地業中・下層の遺構分布を明らかにするとともに、盛土整地

地業縁辺の確定と末端工法の確認をすることが求められる。特に、ＳＢ2168掘立柱建物跡の規模と建

物方向を確認することが必要である。

　調査の経過は次のとおりである。

　６月５日、調査開始。器材を搬入し、調査区をトラロープで囲み安全確保。グリッド杭を設置して

ＨＦ－ＧＴ22、ＨＣ23の７グリッドを粗掘開始。昨年の調査区と重なるようにしており、ＨＦ－ＧＴ

22東壁に土層観察用のサブトレンチを設定した。ＨＥ22では先行して昨年の断面を露出し、層位確認

を行った。今年度は盛土中層での遺構分布を探るため面的に掘る。

　14～16日、ＧＴ22－ＧＲ22までグリッドを設定し、ＧＲ－ＧＳ22を掘り始めた。また、ＨＡ－ＨＢ

23・ＨＢ－ＨＤ21にも調査区を広げた。昨年来懸案のＳＸ2141盛土整地地業の下底面が確定した。自

然か人為かで迷った粘土ブロックは、盛土造成最初期の人為堆積層と判断した。

　16日、ＨＢ－ＨＤ21の４層下８層上面で４寸角の柱穴が４基並ぶ。柱間は240cm（８尺）。19日、Ｈ

Ｅ21・ＨＤ22からも角柱を検出。いずれも４寸角で柱間は240cm。２条の柱列となる。中世の所産。

　19日、横堀小学校３年生20名現場見学。

　26～30日、ＨＥ－ＨＢ20・ＧＴ－ＧＳ23・ＨＡ－ＧＳ21を掘り下げ、全面ほぼ11層に到達した。４
層を取り除くと、盛土の堆積単位が明瞭に見える。４～８層がひどく乱れていることがよくわかる。

　ＨＢ20の４層下部から大形土坑を検出した。ＳＫ2164と命名したが、第149次調査で検出したＳＫ

2158の西側半分となる。断ち割りのサブトレンチを設け、検出面下20cmに土器が大量に埋納されて

いる面を検出した。26日、仙北地域振興局吉尾千秋副主幹とドローン撮影の打ち合わせ。27日、湯沢

市教育委員会藤原裕希子主任、臨地研修実施。

　７月３～７日、ＳＫ2158に東西方向のサブトレンチを設定し掘り下げた。ＳＸ2141盛土整地地業中

層域には細い溝が掘られている。

　10～14日、ＳＸ2141単位３（白色粘土集中地点）が柱穴であることが判明し、ＳＫＰ2169とした。

ＨＡ－ＨＢ23の盛土下から溝ＳＤ2166が検出された。盛土層中位から平面形の印象は見えていたが、

斜めに堆積した地層と判断していた。盛土休止期にあたる黒色土層で掘り込み面が明確となった。

　ＳＫ2158サブトレンチ内から土器集中面を検出し、それを取り除いたところ焼土面が形成されてい

た。最下面から柱アタリがみつかり、ＳＫＰ2169と関連する柱であることがわかった。

　18日、ＳＸ2141単位４（白色粘土集中地点）も柱穴であることが判明した。19日、ＳＸ2141単位５
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ＨＤ21から第７号漆紙文書が出土した。

　21日、湯沢市教育委員会藤原主任、臨地研修実施。

　24～28日、ＳＫＰ2168をＳＢ2168掘立柱建物跡ｐ１柱穴とし、ＳＫ2158-2164の底面で検出した柱

穴と組み合う建物と考えた。ＳＤ2166が南北に延長することがわかった。

　26～27日、大曲工業高校電気科２年生４名、職場体験で調査に参加。水準測量・平面断面図作成。

　27日午前、仙北地域振興局吉尾副主幹によるドローンを用いた空中写真撮影実施。

　28日午前、秋田大学教員免許更新講習。渡部育子氏・学校教員11名来跡。同日午後、埋蔵文化財セ

ンター技術研修会実施。

　29日、遺跡見学会。見学者17人。

 ８月１～２日、調査区標高を計測し埋め戻し開始。４日午前、秋田大学教員免許更新講習実施。渡

部育子氏・学校教員20名来跡。４日午後、いったんテント及び発掘機材等を撤収。21～23日に埋め戻

し、発掘調査に係る機材等を収納・返却し、調査の全工程を終了した。

第２節　検出遺構と遺物

１　基本層序
　第151次調査区は、平成26（2014）～28（2016）年度実施した第148次調査西側調査区、第149・150
次調査区を踏襲した。これまでの３年間でＳＸ2141盛土整地地業上面の遺構分布をおさえ、下層を調

査することが出来る地点を探ってきた。原地形の高低（丘陵裾部～沖積地）及びＳＸ2141盛土整地

地業の造成範囲内外等、層相は連続的に変化する。基本層序は第149次調査と共通する（第３・５・

６・12ｃ図）。

第Ⅰ層 10YR3/2 黒褐色シルト 水田耕作土 
第Ⅱ層 10YR3/3 暗褐色シルト 鋤床層 鉄分多量含む よくしまる 
第Ⅲ層  10YR2/3 黒褐色シルト 地山小粒多量含む 炭小粒少量含む 焼土小粒少量含む 中世

以降の旧耕作土 よくしまる 

（ＳＸ2141） 10YR3/2 黒褐色シルト 炭大粒多量含む 焼土大粒多量含む 遺物多量含む 斑状

 ＳＸ2141盛土整地地業に伴う造成土（第148次調査Ⅴ②層）

第Ⅴ層  10YR2/2 黒褐色シルト 炭中粒中量含む 縄文時代～創建以来の旧表土（第148次調

査Ⅴ③層）

第Ⅵ層 2.5Y6/3 にぶい黄色粘質シルト 炭小粒少量含む 地山粘土層 
第Ⅶ層 10YR2/2 黒褐色シルト 泥炭層 植物片多量含む

※Ⅵ層以下は粘土層と泥炭層の互層となる
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盛土単位２

第４図　遺構配置図（Ｓ＝１／100）
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２　検出遺構と遺物
　第151次調査では、①ＳＸ2141盛土整地地業の範囲の確認と造成面上の遺構分布把握、②盛土下部の

粘土ブロック層を人為・自然堆積の２方向から検討し、成因を結論づけることの２点を課題とした。

　①について、ＳＸ2141盛土整地地業の範囲は確定できなかったが、地業上部に形成された硬化面を

取り去ると遺構・盛土堆積層が明瞭に検出される。

　②について、盛土層下部に現れる白色粘土層も盛土層と判断した。ＳＸ2141盛土整地地業の造成に

２段階あり、ヨシ等の植生が復活する黒色土層を挟んで「１期」「２期」とすることが可能である。

　ＳＸ2141盛土整地地業については、年報2014～2016に概略を報告した。本書では、第151次調査に

おける新たな知見等について記載する。

ＳＢ2168掘立柱建物跡（第４・７～11図、図版５～８・15）

　本遺構はＨＢ・ＨＣ19、ＨＡ－ＨＣ20にある。南北方位に沿って柱穴２基を検出し、建物と推定

した。柱穴ｐ１をＨＡ20・ＨＢ20の７層（ＳＸ2141硬化面を除去後。十和田ａ火山灰再堆積層より下

位。11層を細分した）で、柱穴ｐ２をＨＢ・ＨＣ20、ＨＢ・ＨＣ19で確認した。柱痕跡間の距離は

2.64ｍ（8.8尺）である。構築面はSX2141盛土整地地業の７～11層である。出土土師器から10世紀第

１～２四半期の構築である。

　柱穴ｐ１は、白色粘土が直径１ｍ程の不整円形を呈して検出されたため、当初ＳＸ2141盛土整地地

業の盛土単位と認識した。上面を精査する過程で直径20cmの柱痕跡が確認できたことから断ち割っ

たところ、ＳＸ2141盛土整地地業を掘り込んだ掘り方壁面の立ち上がりを検出した（第８図）。

　柱掘り方は南北1.30ｍ、東西1.22ｍの隅丸方形に近い円形で、深さは0.6ｍである。柱は抜き取られ

ているが、掘り方底面に残る柱痕跡が直径30cm程で10cm程沈み込んでいる。柱アタリ部分は掘り方

底部において緻密である。山中式土壌硬度計を用いて柱穴底面の緻密度を計測した。柱アタリ部分は

３回計測して、15・16・21であるのに対し、柱アタリ以外では０・０・３とごく軟弱である。

　堆積土は、上述のように白色粘土ブロックを基質としている。そのため、柱穴が掘り込まれた基盤

であるＳＸ2141盛土整地地業を構成する強くグライ化した暗灰褐色の粘土層とは明確に異なる。掘り

方内の堆積土は４層に分層したが、２層以下の区分はグライ化の度合いによる影響が大きい。

　掘り方底面付近では木材の削り屑が直径20cm程度の塊となって出土した。また、南側断面にか

かって７～９cm角の木材を検出したが長軸方向の大半が壁面内部に埋まっているため取り上げるこ

とが出来ず、そのまま埋め戻した。

　柱掘り方東側断面はそのままＨＡ20東側断面に連続して土層を記録した。ＳＸ2141盛土整地地業の

堆積土が複数層重なる中に構築面が設けられ、廃絶後に上面を新たな盛土が覆っている。

　柱穴ｐ２は、当初第149次調査（平成28年度）で検出・報告したＳＫ2158土坑の西側半

分と認識した（第９～11図）。直径３ｍの円形に掘り込みプランを確認したことから、第

149次調査ですでに明らかにしたものと考え上部の確認にとどめていた。しかし、上記柱

穴ｐ１の真北に位置し、土坑中央と柱穴ｐ１柱痕跡との距離が2 .64ｍ（8.8尺）と古代の建

物の柱間としてもあり得ること、ＳＡ2171柱穴列（後述）とも約2 .1ｍの距離をおいて平行

することから、柱穴ｐ１と共に掘立柱建物跡を構成する柱穴となる可能性が高いため、第
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149次調査で設定した南北サブトレンチに直交する東西サブトレンチを設定して、下層を確認した。

第149次調査では、本遺構を自然の凹みを利用して大量の土器を埋納した土坑状の凹みと認識してお

り、人為による掘り込みではないと考えていた。大量の土器を含む層の上下に炭化物層があり、何ら

かの祭祀の可能性を指摘していた。

　新たに設定した東西サブトレンチ上部30cm程度では、第149次調査の報告通り炭化物層と重なって

土器が大量に出土した。また、上下２面の焼土層も検出した。この焼土は土坑を人為的に埋めてい

く途中での火入れである。断面も適宜確認しながら掘り進めたところ、第149次調査部分は本遺構の

「土器埋納→火入れ→埋め戻し」行為の１段階であることがわかった。東西サブトレンチで検出した

上下２枚の焼土面が先行し、その都度「土器埋納→火入れ→埋め戻し」が行われている。

　これらの層を掘り抜いて土坑下底まで到達したところ、新旧２基の柱痕跡を確認した。柱痕跡の直

径は新段階が直径20cm程、古段階が直径30cmである。両者とも堆積層の断面形状や堆積物の乱れか

ら柱は東へ倒して抜き取られている。また２基の柱抜去痕の切り合いから、西側の柱痕跡が古く、東

側が新しい。すると、柱の建替は西→東へ推移したことが予想され、遺構東半分に位置する第149次

調査の堆積層が最新段階におかれることや当時の土坑掘り方の立ち上がりが不明確であることから自

然地形と判断したことも、東側へ柱の抜去がなされる過程で掘り方が壊され形状が不明瞭となってい

たことから理解される。

　確認できた遺構の大きさは確認面で長軸（東西）3.90ｍ、短軸（南北）2.30ｍ、深さ0.60ｍであ

る。複数回の抜き取り・建替で掘り方が複合化し検出サイズが大きい。

　なお、柱穴ｐ２から北へ2.5ｍの地点にも直径60cm程の白色粘土堆積層を確認している。未調査で

あるが、柱穴となる可能性が高い。

　柱穴ｐ２の出土遺物（第16・17図１～６、第４表）は、須恵器坏、須恵器甕、土師器坏、土師器甕

である。土師器坏４点は油煙が付着し器壁が変色した灯明皿である。須恵器・土師器とも坏の底部糸

切痕は切りっぱなしである。底部径が小形化した個体（第16図９・12）や器体の水引痕が階段状に強

く出た個体（第16図５）も含むことを合わせると、10世紀第２四半期のものである。

ＳＡ2171柱穴列（第４・12図、図版９）

　本遺構はＨＡ21からＨＣ21にかけて検出した。南北方向に沿って直線に並ぶ柱穴４基を検出し、柱

穴列とした。柱穴ｐ１（ＳＫＰ2172）はＨＣ21、ｐ２（ＳＫＰ2171）はＨＢ21、ｐ３（ＳＫＰ2175）

はＨＡ21、ｐ４（ＳＫＰ2176）はＨＡ21で検出した。いずれの柱穴も４層硬化面を剥がした７～11層

（ＨＦ－ＨＩ27断面13層）が構築面である。出土土師器から10世紀第２四半期の構築である。

　柱穴ｐ１は、他の柱穴から柱間の配置を追いかけて土色の変化を捉えたので、精査したところ、

ＳＸ2141盛土整地地業を掘り込んだ掘り方壁面の立ち上がりを検出した。柱は抜き取られている。

　堆積土は、６層に分層した。柱抜き取り後の埋め戻し土である。掘り方底面から直径10cm、深さ

10cmの柱痕跡が沈み込んでいる。

　柱穴ｐ２は、白色粘土が直径１.90ｍ程の広がりを持つ不整円形を呈して検出されたため、ＳＸ

2163とした後、ＳＸ2141盛土整地地業の盛土単位３と認識した。羽口や鉄滓などを目立って含むこと

から鍛冶遺構の貼床の可能性を考え、サブトレンチを設けて下層を探ったところ、ＳＸ2141盛土整地

— 13 —

第３章　第151次調査の概要



地業を掘り込んだ掘り方壁面の立ち上がりを検出した。柱は抜き取られている。堆積土は17層に分層

した。15～17層は掘り方の充填土、それ以外は埋め戻し土である。

　柱穴ｐ３は、基本層序作成のための断面を掘り下げている過程で、ＳＸ2141盛土整地地業の盛土層

の落ち込みとして確認した。柱穴ｐ２の南2.10ｍ、ＳＢ2168掘立柱建物跡ｐ１柱穴から西2.60ｍに位

置することから、サブトレンチを設けて下層を探ったところ、ＳＸ2141盛土整地地業を掘り込んだ掘

り方壁面の立ち上がりを検出した。柱は抜き取られている。堆積土は５層に分層した。柱抜き取り後

に埋められている。５層は柱痕跡で、掘り方底面から10cm沈んでいる。

　柱穴ｐ４は、白色粘土が直径１ｍ程の広がりを持つ不整円形を呈して検出されたため、柱穴ｐ３と

の距離がほぼ2.1ｍと、柱穴ｐ１～３の間隔と等しいため、サブトレンチを設けて下層を探ったところ、

ＳＸ2141盛土整地地業を掘り込んだ掘り方壁面の立ち上がりを検出した。柱は抜き取られている。

　堆積土は９層に分層できた。１～６層が柱抜き取り後の埋め戻し、７～９層は掘り方の充填である。

　出土遺物（第17図９～12、第４表）は、須恵器坏を利用した転用硯（第17図10）、羽口（第17図

９・11）である。須恵器坏（転用硯）は、底部糸切が丁寧ではあるがすでに胴部下位のヘラ削りを

行っていないので、９世紀第４四半期のものと考える。

ＳＡ2177柱穴列（第４図）

　本遺構はＨＡ20からＨＤ20にある。ＳＡ2178柱穴列と平行する。南北方位に沿って直線に並ぶ柱穴

５基を４層で検出し、中世以降の柱穴列とした。柱穴はいずれも１辺９～12cmの方形を呈すること

から、同一サイズの角材を打ち込んだと思われる。柱穴の検出地点は、柱穴ｐ１がＨＡ20、柱穴ｐ２
がＨＢ20、柱穴ｐ３がＨＣ20、柱穴ｐ４がＨＤ20である。

ＳＡ2178柱穴列（第４図）

　本遺構はＧＳ21からＨＥ21にある。ＳＡ2177柱穴列と平行する。南北方位に沿って直線に並ぶ柱穴

７基を４層で検出し、中世以降の柱穴列とした。柱穴はいずれも１辺９～12cmの方形を呈すること

から、同一サイズの角材を打ち込んだと思われる。柱穴の検出地点は、柱穴ｐ１がＧＳ21、柱穴ｐ２
がＨＡ21、柱穴ｐ３がＨＢ21、柱穴ｐ４がＨＣ21、柱穴ｐ５がＨＣ21、柱穴ｐ６がＨＤ21、柱穴ｐ７
がＨＥ21である。

ＳＤ2166溝跡（第13図、図版10・11）

　ＳＤ2166溝跡は、ＳＸ2141盛土整地地業７～11層から掘り込まれ、南北方向に延びる。遺構構築面

は、十和田ａ火山灰堆積面よりも下層にある。ＧＳ22－ＨＢ22で確認したが、南北末端は確定出来な

かった。長さは９ｍ以上、幅0.50ｍ、深さ0.24ｍである。出土土師器から、10世紀第１～２四半期で

ある。盛土単位１・２に覆われ、盛土休止期のヨシ層を掘り込む。遺構構築面も溝内堆積土もグライ

化した盛土層であることから全体形の把握が遅れた。溝内には側板の一部と２本の木杭が残る。側板

は木杭で押さえられたと考えられる。北側断面にも側板の続きを検出したが、大半が埋まっており取

り上げることが出来ず、そのまま埋め戻した。

　出土遺物は、土師器坏（第17図17）、木杭（第17図８）・側板である。土師器坏は底径と器壁の傾
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きのバランスから10世紀第１四半期の所産と考える。

ＳＤ2167溝跡（第13図）

　ＳＤ2167溝跡は、ＳＸ2141盛土整地地業盛土単位２を切って掘り込まれる。また、ＧＴ21東壁では

11層中位に現れており、第150次ＳＫＰ2159柱穴と同様、11層中に形成された遺構構築面の存在を示

唆している。ＧＴ21からＧＴ22にかけて4.00ｍ以上東から西に向かい、ＧＴ22で南に屈曲してＧＳ22
へ1.60ｍ分を確認したが、東・南末端は確定出来なかった。遺構構築面は、十和田ａ火山灰再堆積面

よりも下層にある。上面幅0.24ｍ、深さ0.14ｍである。遺物は出土しなかった。

ＳＤ2169溝跡（第12図）

　ＳＤ2169溝跡は、ＳＸ2141盛土整地地業盛土単位５を切って掘り込まれる。ＨＣ22で確認した。東

西2.40ｍ、上面幅0.30ｍである。遺構構築面は、十和田ａ火山灰再堆積面よりも下層にある。

　遺物は出土しなかった。

ＳＤ2179溝跡（第７図）

　ＳＤ2179溝跡は、ＳＸ2141盛土整地地業11層・ＳＢ2168掘立柱建物跡ｐ２柱穴を切って掘り込まれ

る。ＨＡ－ＨＣ20で確認した。南北6.20ｍ、上面幅0.30ｍ、深さ0.10ｍである。北端は、ＳＢ2168掘立

柱建物跡ｐ２柱穴の確認形状縁辺に沿って東にカーブする。南端では西に屈曲し、21列断面に現れて

いる。長軸はＳＢ2168掘立柱建物跡のｐ１－ｐ２柱方向と合致する。遺物は出土しなかった。

ＳＸ2141盛土整地地業（第４～６・12ｃ・14・15図、図版12～14）

　第149・150次調査では、ＳＸ2141盛土整地地業について以下の６点が指摘された。

　① 丘陵裾部から南に下る連続的な緩傾斜をもち、創建期以来の表土であるⅤ層上に造成される。

面積は1,000㎡程度と推定される。10世紀初頭に造営されたＳＢ1048・1060大路西建物と同時期

に、建物が立地する微高地を補整し、平場を西側へ広げるように造成した。

　② ＳＸ2141盛土整地地業の上面から５cm程掘り下げると移植ゴテの手応えが変わる「硬化面」が

検出された。

　③ ＳＸ2141盛土整地地業上面からは、明確な遺構が検出できない。しかし、ＨＢ23盛土層直下（11
層中位）からＳＫＰ2159・2162柱穴が検出された。

　④ 盛土整地地業面には、平面上確認できる堆積物や緻密度の異なる地点がある。おおよそ直径３～

５ｍの分布範囲を持つことから、「盛土１単位」と解釈した。「盛土１単位」からは完形に近い

土器がまとまって出土することがある。

　⑤ 近年まで水田として利用されていたことも含めて盛土整地作業による平坦化のため、調査範囲北

東端のＨＧ17から南西端のＧＴ23まで５cm等高線が１本入るか入らないかの高低差しかない。

28列を南北に流れる用水路を境に東側が32.35～32.30ｍ、西側が32.30～32.25mと10cm程の高低差

があるが、28列よりも西側には本遺構は到達していない。盛土中には遺物が豊富に含まれるが、

ＨＡ23－ＧＴ23を境として南西側ではほとんど遺物が出土しない。
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　⑥ 第149次調査では、ＳＸ2141盛土整地地業の盛土は、直接旧地表土であるⅤ層上に乗る。第150次

調査区ではＨＣライン以南、20ライン以西のグリッドでは、整地面と旧地表Ⅴ層（ＧＴ23－ＨＣ

23東壁19層）の間に厚さ20～30ｃｍの白色粘土層（ＧＴ23－ＨＣ23東壁11～18層）が広く堆積し

ていることがわかった。この旧地表Ⅴ層の上を覆う白色粘土層の堆積原因が、自然の水成堆積物

なのか、人為的な盛土なのかを判断できなかった。

　これらの事項を受けて、本遺構上面（造成面上）の範囲を確定し、人工層（盛土層）と自然層（旧

地表・洪水堆積層）の区分をすることを課題とした。合わせて、造成面上での建物跡など別遺構の

有無を確認することが課題であるため、第148～150次調査のトレンチを含む範囲を広く調査区として

設定した。盛土上面から５～10cm（１～２層）掘り下げたところに遺構構築面が形成されているの

は、第150次調査の結果から明らかであったので、面的に掘り下げて遺構確認を行った。

　また、上記⑥にあげたように、第149・150次調査では盛土層下底面／自然堆積層上面の境界の確定

が出来なかったので、第150次調査で掘削したＨＥ22東壁のトレンチをＧＲ22まで南に延長し、層位

的な脈絡の理解に努めた（第12図ｃ）。本遺構の範囲（盛土による造成範囲）は、第149次調査の結

果を基に想定した（第３図）。

　第150次調査では、ＨＡ23・ＨＢ23においてほぼ一様に見える盛土層11層中位から、ＳＫＰ2159・

2162柱穴が検出された。また、盛土整地地業の盛土単位としてＳＫＸ2161が検出されていたので、最

初にこの３遺構を再発掘し、層位的な検出面を確認した。同時にＨＡ23－ＨＤ23間の土層断面を精査

して確実な盛土上面とⅤ層（旧地表）を確認した。

　なお、第150次調査では盛土堆積の１単位をＳＫＸ2161盛土単位として遺構細分していたが、今回

は命名法を変更した。ＳＸ2141の７～11層を掘り下げる過程で面的に明確に区分できる「盛土単位」

は地業遺構を構成すると考え、「盛土単位」１・２・３…と連番を振ることにした（第14図）。盛土

単位１を旧ＳＫＸ2161にあてた。盛土単位７まで細分したが、３・４はＳＢ2168掘立柱建物跡ｐ１柱

穴とＳＡ2171柱穴列ｐ３柱穴の堆積土である。

　盛土上面の下部５cm（４上層～４層の境界域）にある硬化面を露出後、さらに掘り下げると、面

的に明瞭な盛土単位が検出される。

　盛土単位１はＧＳ22－ＨＡ22で検出した。第150次調査時にＳＫＸ2161としてＧＴ－ＨＡ23にある

西側半分を調査しており、十和田ａ火山灰の再堆積ブロックを検出していた。出土した土師器坏は、

10世紀第２四半期の所産であることから堆積時期も同じと考えた。今年度の調査でも変更はない。

　盛土単位２はＧＳ－ＨＡ21・ＧＳ－ＨＡ22から検出した。盛土単位１よりも古い。直径３ｍを超え

る落ち込みを埋める堆積土であり、構成物はほぼ一様の粘土であることから水成堆積を疑ったのだ

が、ＳＤ2166溝跡を覆うことから人為堆積と判断した。また、ＳＤ2167溝跡より古い。

　盛土単位３・４は前述の通り、ＳＢ2168掘立柱建物跡ｐ１柱穴とＳＡ2171柱穴列ｐ３柱穴を埋め戻

す堆積土である。

　盛土単位５はＨＣ－ＨＤ20・ＨＢ－ＨＥ21に分布する。この地点にも直径３ｍを超える深さ0.5ｍ
ほどの大きな落ち込みがあり、それを埋める堆積物である。ＨＤ21から第７号漆紙文書が出土した

（第14・15図、図版12・17～20、第６表、付編三上報告）。本地点は須恵器の大破片・墨書土器・漆

付着土器が目立つ。須恵器の大破片は９世紀中葉～後葉のものであり、特に須恵器台付坏（第22図
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14、図版13中・15）は９世紀第１四半期の富ヶ沢窯跡生産品と類似する。遺物を包含する地層の堆積

時期（10世紀第２四半期）よりも古い遺物を特徴的に含む（第18図11、第20図５、図版14）。

　盛土単位６はＨＥ21で検出した。盛土単位５よりも新しい。直径0.5ｍ程の不整形を呈し、大量の

炭化物を含む。炭化物の集中層で、獣骨片・炭化米を含む（図版14中）。焼土は目立たないが現地性

の炭化物である。

　盛土単位７は、ＨＥ21で検出した。盛土単位６を炭化物の集中地点のみに限定して分離し、盛土単

位５・６よりも古い堆積土を盛土単位７とした。ＨＥ22東壁断面から旧地表Ⅴ層に直接乗っており、

ＳＸ2141造成の早い段階で積まれていると推定した。

　ＨＦ－ＧＲ22間の土層断面（第５図）から、最も北に位置する17層（盛土単位７）が確実な盛土最

下層であることがわかった。17層の上を覆うのが16・20層に区分される白色粘土層で、盛土最下層／

旧地表Ⅴ層境界域を南に追うと、17層はＨＤ22に到達したところで消失し、ＨＤ22からは白色粘土層

が旧地表Ｖ層に直接乗る。従って、第150次調査で人為か自然かの判別が出来なかった20層白色粘土

層は、ＨＤ列以南のグリッドでは盛土最下層であることがわかった。層相からの判断を困難にしてい

た理由の一つに、ヨシを豊富に含む黒色土18・19層が20層白色粘土層上に形成されていることで、自

然の土壌生成作用（水成堆積物を母材とした残積性土壌）を受けたように見えていたことがあげられ

る。今回の観察結果から、20層白色粘土層が盛土層と解釈できたので、盛土造成工事に２段階あり、

最初に白色粘土を大量に積む第１段階と18・19層でヨシ層の発達する休止期を挟んで粘土ブロックを

含む土砂を盛る第２段階があると考えた。20層白色粘土層は鍵層となる。

　第149・150次調査では本遺構上面を精査し、一様な盛土堆積層に発達するサンクラックや硬化面を

検出していた。また、地表化した期間が長かったことを示すように、出土遺物は数量が豊富であるも

のの細片化しており、帰属時期も９世紀前半から10世紀前半までの雑多な資料が層位・地点の区別な

く混在していた。今回、調査を本遺構の中層域に進めたところ、当時の盛土造成の進捗を示すような

面的まとまりに遺構面を区分することができ、土層断面との関連づけが可能となった。

　盛土単位の上面にはＳＤ2167・2169溝跡のような幅20cm程度の細い溝が数条設けられている。ま

た、数ｍおきに、直径15～20ｃｍの頁岩製亜角礫が分布する（第14図）。長森丘陵の母岩に由来する。

　遺物は青磁、漳州窯産染付、灰釉陶器碗、須恵器坏・壺・甕・瓶、黒色土器坏、内黒土師器高台付

坏・坏、土師器坏・皿・甕・鍋・把手、転用硯、漆紙文書、墨書土器、平瓦、焼粘土塊、鉄滓、箸・

棒状木製品・板状木製品・燃えさし・加工木、炭化米、陶磁器、焼礫、銭貨、獣骨が出土した。

　灰釉陶器碗（第23図３、図版15）は９世紀後半光ヶ丘１号窯並行期と考えている。須恵器甕破片に

は周囲を細かく打ち欠いて長方形の短冊状に整形した物がある（第21図３・７、図版15）。両方とも胎

土は白く精緻で薄緑色の自然釉がかかり、灰釉陶器と見まごうほど良質である。内側には墨を塗っ

ており、払田柵跡に隣接する厨川谷地遺跡で目立って出土した須恵器破片と似る。須恵器甕（第21図

１、図版15）は焼ゆがみが著しく胴部が破裂している。器としては使用できない個体であり、最初か

ら破片が持ち込まれたと考える。土師器の把手付鍋（第23図15）は、口縁部に受け口状の段を持ち、

大きく開いている。把手付の胴部破片と接合しないため、厳密には同一個体といえないが、焼成・胎

土・調整の特徴がごく近い。口縁部は回転台で整形し整った形状を持つ。胴部は叩目をケズリで消し

ていることから、10世紀第１四半期以降と考える。口縁部に漆が付着している。筆先を整えたような
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付着形状であることから、破片となってから筆先の試しに再利用された可能性がある。

　墨書土器は、35点出土した(第25・26図、第５表、図版16)。第151次調査で出土したもの全点であ

る。判読できた文字は、「官」、「臣」、「所」、「厨」、「大」、「 」である。11層盛土単位

５からの検出が目立つ。須恵器は９世紀後半のものが多い。第７号漆紙文書を包含した層準でもあ

り、盛土用の土砂が採取された地点での第１次堆積の時期と性格を示すかもしれない。

ＳＫＰ2173柱穴（第12図）

　ＳＫＰ2173柱穴は、ＨＢ21にある。ＳＸ2141盛土整地地業11層で確認した。平面形状は直径0.28ｍ
の円形である。検出にとどめた。

ＳＫＰ2174柱穴（第12図）

　ＳＫＰ2174柱穴は、ＨＢ21にある。ＳＡ2171柱穴列ｐ２柱穴の精査に伴い検出した。構築面はＳＸ

2141盛土整地地業11層である。平面形状は直径0.24ｍ、深さ0.60ｍの円形である。構築年代は、10世

紀前半と想定している。

ＳＫＰ2180柱穴（第４・５図）

　ＳＫＰ2180柱穴は、ＨＣ22にある。基本層序確認用土層断面にかかって検出した。構築面はＳＸ

2141盛土整地地業12層である。断面での形状は上面直径0.54ｍ、深さ0.28ｍである。構築年代は、10
世紀前半と想定している。

ＳＫＰ2181柱穴（第４・５図）

　ＳＫＰ2181柱穴は、ＨＡ22にある。基本層序確認用土層断面にかかって検出した。構築面はＳＸ

2141盛土整地地業12層である。断面での形状は上面直径0.24ｍ、深さ0.54ｍである。構築年代は、10
世紀前半と想定している。

ＳＫＰ2182柱穴（第４・５図）

　ＳＫＰ2182柱穴は、ＧＳ22にある。基本層序確認用土層断面にかかって検出した。構築面はＳＸ

2141盛土整地地業12層である。断面での形状は上面直径0.40ｍ、深さ0.70ｍである。構築年代は、10
世紀前半と想定している。

遺構外出土遺物（第24図７～９、図版15）

　出土遺物の多くはＳＸ2141盛土整地地業に伴うもので、遺構外出土遺物は多くない。遺構外からの

出土遺物は次の通りである。

　Ⅲ層；土師器坏・甕。Ⅱ層；縄文土器・石器、須恵器坏・壺・甕、土師器坏・甕、陶磁器、焼礫、

銭貨。Ⅰ層；土師器坏・甕。
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第３節　小結

　第151次調査では、大路地区に復原されているＳＢ1048・1060大路西建物の西側低地における遺構

分布状況を確認することを目的とし、以下に記す２つの課題を設定した。

　＜課題①＞
　第148次調査（平成26年度）以来調査しているＳＸ2141盛土整地地業（10世紀前半）の南西部縁辺

を確認し、整地面の遺構分布状況を把握すること（第３・４図）。

　＜課題②＞
　盛土下部の粘土ブロック層を人為・自然堆積の２方向から検討し、成因を結論づけること（第３・

５図）。

　これら２つの課題を明らかにするため、グリッド杭ＨＢ19・ＨＤ19・ＨＦ21・ＨＦ23・ＨＤ24・Ｈ

Ａ24・ＧＲ23・ＧＳ21・ＨＡ20で囲まれる南北24ｍ、東西15ｍの範囲を調査対象地区としトレンチを

設定した。

　調査の結果、課題①については、ＳＸ2141盛土整地地業の中層面から、掘立柱建物跡の一部を検出

した。しかし、南限・西限は確認出来なかった。課題②について、盛土層下部の白色粘土ブロック層

は人為堆積と結論した。

調査結果

　＜課題①について＞
　昨年度実施した第150次調査では、ＳＸ2141盛土整地地業の末端を確定するとともに上面での遺構

分布を広く確認するため、調査区をグリッドに従って市松状に配置して、広く遺構分布を探った。そ

の結果、盛土層中位に生活面が構築されていることが判明し、柱穴ＳＫＰ2159を検出した。今年度第

151次調査では、ＳＫＰ2159と同一層準を狙い、盛土層上部を剥がして、中層部での遺構検出を試み

た（第４図）。その結果、以下の点が明らかになった。

（１） ＳＸ2141盛土整地地業の中層からＳＢ2168掘立柱建物跡、ＳＡ2171柱穴列１条を検出した。

ＳＢ2168掘立柱建物跡とＳＡ2171柱穴列は、共通して南北軸をもつ。ただし、遺構間が2.1～

2.6ｍとごく近いこと、軸は同一方位を向くものの若干ずれることから、同一建物の母屋・庇

を構成するのか、時期を違えた別建物なのかは明らかにしていない（第７・12図、図版５）。

　　　 　柱穴は柱の抜き取り後、白色粘土を多く含む土で埋め戻している。周辺や掘り方基盤となる

盛土とは明確に異なる土砂である（図版６・７・９）。

　　　 　ＨＦ－ＧＲ22に設定した土層断面でＳＫＰ2180－2182柱穴を検出しており、これらが柱穴列

を構成するならば、ＳＡ2171柱穴列と３ｍの距離をおいて南北軸をそろえて並行することにな

る。また、第150次調査で検出したＳＫＰ2159柱穴とＳＫＰ2181柱穴は柱間３ｍで東西軸に乗

る。ＳＫＰ2180－2181間が3.70ｍ、ＳＫＰ2181－2182間が6.60ｍであり、ＳＢ2168掘立柱建物

跡・ＳＡ2171柱穴列の柱間とも異なるので、建物を構成するかどうかはわからない。

（２） 第149次調査において調査したＳＫ2158土坑を再調査した。理由は、今回検出したＳＢ2168掘

立柱建物跡の柱筋が、ＳＫ2158土坑に重なっていたためである。土坑を埋め戻した土を除去し
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て第149次調査での断面を確認し、サブトレンチを設定して掘り下げたところ、ＳＫ2158土坑

は、第149次調査で考えられた自然の凹みを利用した祭祀坑ではなく、ＳＢ2168掘立柱建物跡

の柱穴ｐ２が１回建て替えられ、それを埋める途中で祭祀を行った、複合遺構の最新段階であ

ることがわかった。

（３） 盛土層の下部から、ＳＸ2166溝跡を検出した（第13図、図版10・11）。内側は、側板を杭で押

さえる。４ｍ程度の短い溝だと考えていたが、南北に伸びて今回の調査区外に達している。北

側は、ＳＤ2154大溝と連結したか否かの関係が、南側はＳＸ2141盛土整地地業の南側縁辺の外

へ出るか否かが問題である。側板を設置するしっかりした作りの溝であるから、排水溝として

盛土形成初期に計画的におかれたものであり、ＳＤ2154大溝の機能を補完する可能性が高い。

（４） 昨年と同様、ＳＸ2141盛土整地地業は上面から５cm程掘り下げると移植ゴテの手応えが変わ

る「硬化面」が検出される。硬化面の上方はクラックが発達することから、盛土堆積後、長く

地表に暴露されており、耕作や土壌化の影響を強く受けた結果と判断した。

　　　 　また、昨年は「盛土単位」として個別に遺構番号を振った盛土堆積単位は、ＳＸ2141盛土整地

地業の細分層として扱うこととし、「単位５」などと表記した。「盛土単位」を断ち割ると、そ

の下の層が大きく凹んで、直径数ｍ、深さ30～60cmの大穴となることがわかった。凹む地層自

体も盛土であり、頻繁に浸食や掘削を受けては埋め戻しを繰り返している（第５・14図）。

（５） ＳＸ2141盛土整地地業の中層部には、ＳＤ2167・2169・2179溝跡のように幅20～40cm、深さ

10cmほどの細い溝が複数造られている。盛土時の排水のためと整地面の水平を取るために用

いられたのかもしれない。直径15～20ｃｍの頁岩製亜角礫が置かれている。盛土を積んでいく

目印と考えられる。

　

　＜課題②について＞
（１） 昨年度第150次調査では、ＳＸ2141盛土整地地業の下、旧地表の上を覆う白色粘土層の堆積原

因が自然の洪水堆積物なのか、人為的な盛土なのかを判断できなかった。ただし、堆積層が上

下に分層され、その層界に柱穴跡ＳＫＰ2159が検出されたことから、堆積の休止期があり地表

化に伴って遺構面が形成されていることがわかっていた。

　　　 　この粘土層の成因を明らかにするために、ＨＦ22－ＧＲ22杭間をつなぐトレンチを掘り、地

層の連続性を確認した（第３・５図、図版３・４）。昨年はＨＥ22で問題の（人為堆積に見え

る）白色粘土層が下方へ潜っていく様子を確認していたので、その続きを追ったところ、確実

な旧地表土上・確実な上部盛土層の間に連続して堆積していることが明らかとなった。そして、

ＨＦ22における白色粘土層の堆積形態は、旧地表土上に盛られた盛土の上部に貼られた様に堆

積している。従って、ＨＦ22では盛土上に貼られていること、旧地表土の傾斜に沿って南に向

かい連続して堆積していることから、人為堆積で平坦面造成の初期段階に一気に積まれた粘土

層と解釈した。白色粘土層を鍵層として使い第150次調査時層序との脈絡を付けた（第12図ｃ）。

　　　 　白色粘土層は深く潜り込んでいる箇所では、白色粘土の上に黒色土層が一時期形成されてい

る。また、今回のトレンチ南端にあたるＧＲ22では、洪水堆積物や低湿地堆積物の影響を受け

て、白色粘土層は自然堆積層に見える。白色粘土層を人為的に積んだとしても、その後一定期
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間（土壌生成作用を受けて黒色土が堆積するぐらいの期間）放置されていたことが、白色粘土

層の形成要因を人為／自然どちらとも取れるような層相に変化させた原因と考える。

　　　 　なお、かつて八郎潟埋立干拓事業において軟泥の陸地化・乾燥地化を目的としてヨシの蒸散

能力を利用したことが知られている（ヨシ種子を大量に播種）。ＳＸ2141中層域における植生

の復活が、同様な効果を期待した意図的な工法であれば興味深い。

　＜漆紙文書の出土について＞
　ＳＸ2141盛土整地地業を掘り下げている過程で、漆紙文書が出土した（第14・15図、図版12・17～

20）。出土地点はＨＤ21グリッド、層位は11層盛土単位５（地表下30cm程度）である。漆紙文書の

周囲、同一層からは９世紀第２四半期～10世紀第２四半期の土師器・須恵器が出土した。11層盛土単

位５は４層に覆われる。４層も盛土であり、中には十和田ａ火山灰がブロック状に含まれることか

ら、十和田ａ火山灰の再堆積層と判断した。従って第７号漆紙文書が出土した11層盛土単位５は、10
世紀第２四半期の堆積とした。

　漆紙文書は、周囲の土ごと長さ20cm×幅15cm×厚さ８cm程度の塊で切り出し、屋内でクリーニ

ングした。漆紙文書の大きさは縦15cm×横9.5cmで両面に文字が書かれている。文字の多い方をＡ
面、漆付着面で文字が少ない方をＢ面とした。解読は、国立歴史民俗博物館の三上喜孝氏に依頼し

た（付編三上報告）。Ａ面は５行29文字、Ｂ面は２行７文字が書かれていた（不明字含む。図版17・

18）。

　Ａ面には「秋田城」、「兵粮」、「俘料」、「大目𦊆本」の文字、「捌佰伍拾」、「貳拾漆」という大字に

よる数字が書かれている。①宛先・②物品名と数量・③責任者の項目が繰り返されると推定できるこ

とから、帳簿の下書きと考えられるとのことである。

　「大目𦊆本」は、国司四等官である大目が払田柵跡にいたことを示している。上国である出羽国に

大目が配置されるのは830（天長７）年閏12月26日以後である『類聚三代格』。このときは天長地震

による復興業務の増大に対応して人員の増加を認めたもので、そのまま大小目の２人体制が常態とな

るのか、忙しい時期が終われば本来の１名体制に戻されるのかは不明である。その後も、元慶の乱に

伴って権大目が配属されるなどの事例が記録されている。

　なお、近畿大学鈴木拓也氏から、Ａ面４行目第２番目の不明字を、奈良文化財研究所『日本古代木

簡字典』94頁にある「物3－03076」、または「物4－04786」とし「雑物使」と読めるのではないかと

いうご教示をいただいた。

　これまで、第100次調査（1994年度）出土の第２号漆紙文書に「事力長」の文字が見えることから

国司にあてがわれる労働力の長として説明されてきた。また、第49次調査（1983年度）出土の第17号

木簡「×解　申請借稲」は借貸稲に関わる請求文書とされている。第７号漆紙文書の出土によって、

これまで単発的にほのめかされてきた国司の存在が確実になった。
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まとめ

　第151次調査の概要を以下にまとめる。

（１）明らかになったこと

①ＳＸ2141盛土整地地業の上面は、後世の土壌化の影響を受け、明確な遺構を検出できない。

②ＳＸ2141盛土整地地業の上面下半に硬化面が形成され、硬化面以下の層順で遺構が検出される。ま

　た、十和田ａ火山灰はこの硬化面上下で検出されることが多い。ただし、火山灰層はごく薄いラミ

　ナとして検出されるか、ブロックとして検出されるかであり、１次堆積／２次堆積の区別は明確で

　は無いことから、２次堆積層と考えた方がよい。

③ＳＸ2141盛土整地地業中層以下に、ＳＢ2168掘立柱建物跡などを乗せる、遺構構築面が形成されて

　いる。

④ ＳＸ2141盛土整地地業の盛土は大きく２時期に分かれる。白色粘土ブロックを大量に敷く「第１期

工」と、ヨシ層にみる植生の復活に示される「休止期」を挟んで、黒色土や築地塀破片のような

ブロックを積む「第２期工」である。「第１期工」を９世紀第４四半期～10世紀第１四半期以後、

「第２期工」を10世紀第１四半期以後とすると、915年の十和田ａ火山灰降下後にも盛土が行われ

ていたと考えられる。

⑤ ＳＤ2166溝跡は、「第１期工」後の排水用に作られたものと考える。造成休止期にヨシが繁茂して

乾燥を促した。「第２期工」ではＳＤ2167・2169・2179溝跡のような長さ数ｍ、幅20～50cm、深

さ20cm程度の小さな溝によって排水、あるいは水平確認したと考える。

⑥ 第７号漆紙文書が出土し、国司の存在がほぼ確実となった。また、払田柵跡と秋田城が物資のやり

とりを通じて密接な関係をもっていた事が明らかとなった。

（２）残された課題

①ＳＸ2141盛土整地地業中・下層の遺構分布を明らかにすること。

②ＳＸ2141盛土整地地業縁辺の確定と末端工法の確認をすること。

③ＳＤ2154大溝の末端を確定すること。

④ＳＢ2168掘立柱建物跡の規模と建物方向を確認すること。

⑤ＳＤ2166溝跡の南北末端を確定し、その仕舞とＳＤ2154大溝への連結の有無を明らかにすること。
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第８図　基本層序土層説明（第６図つづき）・ＳＢ2168掘立柱建物跡ｐ１柱穴平面図・断面図

SB2168掘立柱建物跡p1柱穴
1　(色）2.5Y4/2　(構）亜角塊φ7～20mm　(性）LC　(緻）+++　(塑）++　(備）SX2141ｰ6・７層に白色粘土塊φ50mm70％
2　(色）2.5Y4/2　(構）亜角塊φ7～20mm　(性）LC　(緻）++　(塑）++　(備）SX2141ｰ6・７層に白色粘土塊φ50mm70％
3　(色）2.5Y4/1　(構）亜角塊φ7～20mm　(性）LC　(緻）++　(塑）++　(備）２層と同じ。グライ化の度合い分層。弱い部分を３層、強い部分を４層。
4　(色）10YR3/1　(構）亜角塊φ20mm　(性）LC　(緻）+++　(塑）++　(備）２層と同じ。グライ化の度合い分層。弱い部分を３層、強い部分を４層。

12 (色）2.5Y3/1　4-7層よりグライ化して明るい灰色を帯びる　(構）亜角塊φ10～20㎜
 (性）LiC　(緻） ++～+++　 (塑） ++～+++　 (備）11層を細分した。19層との層界にヨシ層が
 あり植物遺体+++。150次HC-GT23-11層下で遺構構築面となる
13 (色）2.5Y3/1　4-7層よりグライ化して明るい灰色を帯びる　(構）亜角塊φ10～20㎜
 (性）LiC　(緻） ++～+++　 (塑） ++～+++　 (備）13-15層は大きな凹みを埋める一連の堆
 積土。11層に近い。
14 (色）2.5Y3/1　4-7層よりグライ化して明るい灰色を帯びる　(構）亜角塊φ10～20㎜
 (性）LiC　(緻） ++～+++ 　(塑） ++～+++ 　(備）13-15層は大きな凹みを埋める一連の堆
 積土。11層に近い。
15 (色）2.5Y3/1　4-7層よりグライ化して明るい灰色を帯びる　(構）亜角塊φ10～20㎜
 (性）LiC　(緻） ++～+++　 (塑） ++～+++　 (備）13-15層は大きな凹みを埋める一連の堆
 積土。11層に近い。
16 (色）5Y4/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） ++～+++　 (塑） ++～+++
 (備）白色粘土を貼った面
17 (色）5Y3/1マトリクス　4/1ブロック　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） ++～+++
 (塑） ++～+++　 (備）150次HE22-８層
18 (色）2.5Y3/1　4-7層よりグライ化して明るい灰色を帯びる　(構）亜角塊φ10～20㎜
 (性）LiC　(緻） ++～+++ 　(塑） ++～+++ 　(備）11層と並行。150次HC-GT23-11層下で
 遺構構築面となる
19 (色）2.5Y2/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） ++～+++　 (塑） ++～+++
 (備）ヨシ植物遺体+++。腐植+++。土壌生成作用による黒色土。盛土休止期
20 (色）5Y4/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） ++～+++ 　(塑） ++～+++
 (備）白色粘土層。盛土「第１期工」
21 (色）5Y2/1-2.5Y2/1　(構）亜角塊φ200㎜　(性）SC　(緻） ++～+++　 (塑） ++～+++
 (備）砂礫が目立つ。HF-HI27西壁22層。旧地表Ⅴ層
22 (色）青灰色砂層　(性）S　(備）河川堆積
23 (色）青灰色砂層　(性）S　(備）河川堆積
24 (色）青灰色砂礫層　(性）S　(備）河川堆積

6　 (色）5Y3/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LC　(緻）++  上部はより粗,クラック+　
  (塑） ++～+++　 (備）４・５・７層と似る。To-ａがより目立つが、再堆積。又、平面上1辺
  30～50㎝程度の六角形構造をもつ粘土分布が現れる。クラックに沿って地下水が粘
  土を伴って垂直方向に移動し疑似グライ斑による褐鉄鉱を沈殿させている。砂ラミナ
  の形成・サンクラックの発達による六角形の構造土の形成が地表化したことを示す。
  また、砂・褐鉄鉱の沈殿により硬く感じることから、掘削時において硬化面の認識させ
  ている。旧地表面上部での人為的な叩き締めの可能性とともに自然環境下での硬化
  面発生も説明できる。遺物多く含む。炭化物、焼土粒　φ3～5㎜、3％。
  150次HC-GT23-８層下
7　 (色）5Y3/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LC　(緻）++  上部はより粗,クラック+

  (塑） ++～+++　 (備）４・５・６層と似る。To-ａがより目立つが、再堆積。又、平面上1辺
  30～50㎝程度の六角形構造をもつ粘土分布が現れる。クラックに沿って地下水が粘
  土を伴って垂直方向に移動し疑似グライ斑による褐鉄鉱を沈殿させている。砂ラミナ
  の形成・サンクラックの発達による六角形の構造土の形成が地表化したことを示す。
  また、砂・褐鉄鉱の沈殿により硬く感じることから、掘削時において硬化面を認識させ
  る。旧地表面上部での人為的な叩き締めの可能性とともに自然環境下での硬化面発
  生も説明できる。遺物多。炭化物、焼土粒　φ3～5㎜、3％。150次HC-GT23-８層下
8　 (色）2.5Y3/1　4-7層よりグライ化して明るい灰色を帯びる　(構）亜角塊φ10～20㎜

 (性）LiC　(緻） ++～+++　 (塑） ++～+++　 (備）8-11層は構成物の流れや層界の不整合
 によって分層した。盛土単位５。遺構は断面にひっかかり、周囲を水平に下げていくと見
 つかる。遺物++。150次HC-GT23-11層上
9　 (色）2.5Y3/1　4-7層よりグライ化して明るい灰色を帯びる　(構）亜角塊φ10～20㎜

 (性）LiC　(緻） ++～+++　 (塑） ++～+++　 (備）8-11層は構成物の流れや層界の不整合
 によって分層した。盛土単位５。遺構は断面にひっかかり、周囲を水平に下げていくと見
 つかる。遺物++。150次HC-GT23-11層上
10　 (色）2.5Y3/1　4-7層よりグライ化して明るい灰色を帯びる　(構）亜角塊φ10～20㎜
 (性）LiC　(緻） ++～+++　 (塑） ++～+++ 　(備）8-11層は構成物の流れや層界の不整合
 によって分層した。盛土単位５の炭化物集中地点。遺物++。150次HC-GT23-11層上
11　 (色）2.5Y3/1　4-7層よりグライ化して明るい灰色を帯びる　(構）亜角塊φ10～20㎜
 (性）LiC　(緻） ++～+++　 (塑） ++～+++ 　(備）8-11層は構成物の流れや層界の不整合
 によって分層した。盛土単位５。遺構は断面にひっかかり、周囲を水平に下げていくと見
 つかる。遺物++。落ち込みの底面に20層白色粘土が再堆積した。
 150次HC-GT23-11層下で遺構構築面となる。

第18図11

第８図　基本層序土層説明（第６図続き）・ＳＢ2168掘立柱建物跡ｐ１柱穴平面図・断面図
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１
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SB2168掘立柱建物跡p1

10

焼土２

焼土１→ ←焼土１

HC20

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

HC21
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HB21
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SB2168掘立柱建物跡p2柱穴
1 (色）2.5Y3/1-10YR3/1　(構）亜角塊φ7～20mm　(性）LC-SC

 (緻）+++　(塑）+++　(備）SX2141-11層単位５を由来とする。
 焼土φ5-20mm3-5%、炭化物φ5-10mm3%。ヨシ根発達。
 土器++。2層との層界に焼土面形成。旧第149次SK2158-1層。
2 (色）2.5Y3/1　(構）亜角塊φ7～20mm　(性）LC-SC　(緻）＋

 (塑）+++　(備）土師器埋納面。焼土面１形成。
3 (色）10YR3/2-2.5Y3/2、N1.5/0　(構）亜角塊φ7～20mm

 (性）LC-SiC　(緻）++　(塑）+++　(備）炭化物50％、焼土面２形成。
 遺物+++。2・4層との層界に炭ラミナ形成。焼成面・土器埋納面は
 2面あり。
4 (色）10YR3/1　(構）亜角塊φ7～20mm　(性）LC　(緻）+++

 (塑）++　(備）炭化物50％、焼土面形成。遺物+++。2・4層との層
 界に炭ラミナ形成。焼成面・土器埋納面は2面あり。
5 (色）2.5Y3/1、10YR6/3ブロック　(構）亜角塊φ7～20mm　(性）LC

 (緻）±　(塑）+++　(備）新段階柱の抜き取り。
6 (色）2.5Y3/1、10YR6/3ブロック　(構）亜角塊φ7～20mm　(性）LC

 (緻）±　(塑）+++　(備）新段階柱の抜き取り。
7 (色）2.5Y3/1　(構）亜角塊φ7～20mm　(性）LC　(緻）±　(塑）+++

 (備）新段階柱痕跡
8 (色）2.5Y3/1　(構）亜角塊φ7～20mm　(性）LC-SC　(緻）＋　

 (塑）+++　(備）土師器埋納面。旧第149次SK2158-2層を細分。
9 (色）10YR3/2-2.5Y3/2、N1.5/0　(構）亜角塊φ7～20mm

 (性）LC-SiC　(緻）++　(塑）+++　(備）炭化物50％。
 旧第149次SK2158-2層を細分。
10 (色）10YR3/1　(構）亜角塊φ7～20mm　(性）LC　(緻）+++
 (塑）++　(備）土師器埋納面。旧第149次SK2158-2層を細分。
11 (色）2.5Y3/1、10YR6/3ブロック　(構）亜角塊φ7～20mm　(性）LC
 (緻）±　(塑）+++　(備）古段階の柱抜き取り
12 (色）2.5Y3/1　(構）亜角塊φ7～20mm　(性）LC　(緻）±　(塑）+++
 (備）古段階柱痕跡

SD2179溝跡
1　(色）2.5Y4/2　(構）亜角塊φ7～20mm　(性）LiC　(緻）++　(塑）++　(備）SX2141-11層由来

第９図　ＳＢ2168掘立柱建物跡ｐ２柱穴・ＳＤ2179溝跡平面図・断面図第９図　ＳＢ2168掘立柱建物跡ｐ２柱穴・ＳＤ2179溝跡平面図・断面図

— 27 —

第３章　第151次調査の概要



●● ● ●● ● ●●●● ●●● ●●●● ●●●

● ● ●
●●

●
● ● ●

●
●

●
●

●
●

６
12

５３
４

１

７
11

２

ＢＡ 32.3m

９

２

１

３ ２
１

３

ＳＸ2141－１

ＢＡ 32.3m

１
５ ２

３

４ ８ ６ ７10 ９ 11
12

13 141518 1916 2017

16+20１＋３＋８＋20 ４＋11 13+14

６ 14
15

１ ２

1213

９

５
３

４

７ ８
11

16

１

２

３
４

５
６

７ ８

９
16

12

1513 14

11

ＳＢ2168掘立柱建物跡p2（旧土坑ＳＫ2158）
遺物番号は第149次調査報告書から

13

５

８

１

16

14 11

ＢＡ

ＳＢ2168掘立柱建物跡p2柱穴（遺物は第151次調査出土分）

８

10

第16図５ 第16図９ 第16図12
第16図13

ＳＢ2168掘立柱建物跡p2
（旧土坑ＳＫ2158）
遺物番号は第149次調査報告書から

盛
土
単
位
５

掘
立
柱
建
物
跡
SB2168p1

９
世
紀
末
10世

紀
第
1四
半
期
か
？

６

1415
１ ２

17
12
13９10

５ ３
４

７
８

11
16

18 19

20

６

1415

１

２

12
13

９

５３

４

７

８11

16

H
C
2
0

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

H
C
2
1

H
B
2
0

H
B
2
1

H
B
2
0

H
B
2
1

第11図　ＳＢ2168掘立柱建物跡p2柱穴（旧ＳＫ2158土坑部分）出土土器分布図

第10図　ＳＢ2168掘立柱建物跡p2柱穴出土土器分布図

— 28 —

払田柵跡調査事務所年報 2017



礫

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ａ

ｐ１
（SKP2172）

SKP2174

SKP
2173

ｐ２
（SKP2171）

４
11

197cm
(6.6尺

)

４

Ⅰ・Ⅱ
４
上

Ⅲ２
３

４
１

６
５

７

８９10

12
13

14

11
1314

Ｂ
Ａ

3
2
.
0
m

４

６
８

９

11

Ⅰ・Ⅱ
４
硬
化
面

４
上

４
上

11
Ⅲ

11

189cm
(6.3尺

)
208cm

(6.9尺
)

ｐ３
（SKP2175）

ｐ４
（SKP2176）

SA2171柱列

Ｂ
Ａ

3
2
.
9
m

Ａ

Ｂ
Ａ

SKP2174

Ｂ
Ａ

１

Ｂ
Ａ

3
2
.
2
m

Ｂ
Ａ

４
硬
化
面

４
上

Ｓ
Ｄ
2169溝

跡

↑ ↓

ｐ１
（SKP2172）

ＳＤ2169溝跡

４

Ⅴ
５

３
２
１

Ｓ
Ｄ
2179溝

跡

６

４
５

３
２

１
７

４５

３
２
１

ｐ
２

（
SKP2171）

ｐ
３

（
SKP2175）

ｐ
４

（
SKP2176）

ｐ
１

（
SKP2172）

第17図11

HC21

HB21

HA21

第12図　ＳＡ2171柱列・ＳＤ2169溝跡・ＳＫＰ2174柱穴平面図・断面図第12図　ＳＡ2171柱列・ＳＤ2169溝跡・ＳＫＰ2174柱穴平面図・断面図

— 29 —

第３章　第151次調査の概要



GR22-HF22

５

２

３

４

１

６

←硬化面

←to-a★

★

★

←to-a

←to-a

９

10

単５

13

14

15

単２

SKP2182

12

SD2179

８ ←to-a★７

SD2169SD2180

11

SD2166

GT21-HF21

２

３

４

１

←硬化面

SA2171

★ ←to-a

11（単５）

SD2169

11

12・13

14

２

15

１

単１旧 SX2161
（５・６・10）

４
７

11

３

８

16

９

19・2018

17

第 150 次 GT23-HC23

1716

単７

20

19

21・22・23

11上

11下

白色粘土層
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Ⅰ・Ⅱ層

中世Ⅲ層

古代

旧地表
Ⅴ層

「盛土２期工」

「盛土 1期工」

単６

SA2171柱穴列p1柱穴(SKP2172)
1 (色）2.5Y3/1　　8層よりグライ化して明るい灰色を帯びる　(構）亜角塊φ10～20㎜

 (性）LiC　(緻） ++～+++　 (塑） ++～+++ 　(備）ＳＸ2141-11層由来。
2 (色）2.5Y4/2　(構）亜角塊φ7～20mm　(性）LiC　(緻）++　(塑）++

 (備）SX2141ｰ6・７層に白色粘土塊φ50mm70％。柱抜き取り。
3 (色）2.5Y4/2　(構）亜角塊φ7～20mm　(性）LiC　(緻）++　(塑）++

 (備）SX2141ｰ6・７層に白色粘土塊φ50mm70％。柱抜き取り。柱抜き取り。
4 (色）2.5Y4/2　(構）亜角塊φ7～20mm　(性）LiC　(緻）++　(塑）++

 (備）SX2141ｰ6・７層に白色粘土塊φ50mm70％。柱抜き取り。
5 (色）2.5Y3/1　　グライ化して明るい灰色を帯びる　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC

 (緻） ++～+++　 (塑） ++～+++　 (備）ＳＸ2141-11層由来。掘方堆積土。
6 (色）2.5Y3/1　　5層よりグライ化して灰色　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC

 (緻） ++～+++ 　(塑） ++～+++ 　(備）ＳＸ2141-11層由来。掘方堆積土。

ＳＡ２１７１柱穴列ｐ２柱穴（ＳＫＰ２１７１）
1 (色）2.5Y5/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） ++～+++　 (塑） ++～+++

 (備）白色粘土塊φ50mm70%。炭化粒φ2～6mm3％。褐鉄鉱沈殿φ3mm。
 柱抜き取り痕の埋め戻し。
2 (色）2.5Y6/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） ++～+++ 　(塑） ++～+++

 (備）白色粘土塊φ2～20mm7%。炭化粒φ2～6mm3％。褐鉄鉱沈殿φ3mm。
 柱抜き取り痕の埋め戻し。
3 (色）2.5Y3/2　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） ++　(塑） ++

 (備）白色粘土塊φ2～3mm１%。柱抜き取り痕の埋め戻し。
4 (色）5Y2/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） ++　(塑） ++

 (備）白色粘土塊φ2mm１%。柱抜き取り痕の埋め戻し。
5 (色）10YR5/2　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） ++　(塑） ++

 (備）柱抜き取り痕の埋め戻し。
6 (色）10YR6/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） ++～+++ 　(塑） ++～+++

 (備）白色粘土塊φ50mm5～7%。炭化粒φ1mm1％。褐鉄鉱沈殿φ1～5mm。
 柱抜き取り痕の埋め戻し。
7 (色）2.5Y4/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） ++～+++　 (塑） ++～+++

 (備）白色粘土塊φ50mm70%。炭化粒φ5～8mm3％。褐鉄鉱沈殿φ5～30mm。
 柱抜き取りの痕埋め戻し。
8 (色）2.5Y5/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） ++～+++ 　(塑） ++～+++

 (備）白色粘土塊φ50mm7％.炭化粒φ1～3mm1％。柱抜き取り痕の埋め戻し。
9 (色）2.5Y5/2　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） ++～+++　 (塑） ++～+++ 

 (備）白色粘土塊φ10～40mm1％.炭化粒φ1mm1％。柱抜き取り痕の埋め戻し。
10 (色）2.5Y4/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） ++～+++ 　(塑） ++
 (備）柱抜き取り痕の埋め戻し。
11 (色）2.5Y5/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） －　(塑） －　(備）掘方堆積土
12 (色）2.5Y5/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） ++　(塑） ++　(備）掘方堆積土
13 (色）5YR2/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） ++　(塑）－　(備）掘方堆積土
14 (色）2.5Y4/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） ++～+++　 (塑） ++～+++
 (備）掘方堆積土

SA2171柱穴列p3柱穴(SKP2175)
1 (色）2.5Y4/1－10YR3/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） ++　 (塑） ++
 (備）柱抜き取り。Tｏ－ａ由来の砂含む。
2 (色）2.5Y4/1-3/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） +　(塑）+++
 (備）柱抜き取り。ＳＸ2141-11層に白色粘土塊φ50mm10％。
3 (色）2.5Y4/1-3/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻） +　(塑）+++
 (備）柱抜き取り。
4 (色）2.5Y4/1　(構）亜角塊φ10～20㎜　(性）LiC　(緻）±　(塑）+++　(備）柱抜き取り。
5 (色）2.5Y4/1　(構）亜角塊φ20㎜　(性）LiC　(緻）±　(塑）+++　(備）柱痕跡。

SA2171柱穴列p4柱穴(SKP2176)
1 (色）10YR3/1　(構）亜角塊φ20㎜　(性）LiC　(緻） ++～+++　 (塑） ++
 (備）ＳＸ2141-11層由来土。Tｏ－ａ由来の白色砂目立つ。柱抜き取り。
2 (色）10YR4/1　(構）亜角塊φ20㎜　(性）LiC　(緻） ++　(塑） ++
 (備）盛土単位５に似て炭化物φ5-10mm3%。白色粘土塊φ5-10mm10％。柱抜き取り。
3 (色）2.5Y3/1　(構）亜角塊φ20㎜　(性）LiC　(緻） +　(塑） ++
 (備）盛土単位５に似て炭化物φ5-10mm3%。白色粘土塊φ5-10mm10％。柱抜き取り。
4 (色）2.5Y3/1マトリクス、5/1ブロック　(構）亜角塊φ20㎜　(性）LiC　(緻） +　(塑）+++
 (備）2層との層界に白色粘土塊φ10mm30%、5層との層界に10YR3/2塊φ10-20mm10%。
 炭化物φ5-10mm3％。ＳＸ2141-19層由来の黒色土50％。柱抜き取り。
5 (色）2.5Y2/1-3/1　(構）亜角塊φ20㎜　(性）LiC　(緻） +　(塑）+++　(備）柱抜き取り。
6 (色）2.5Y4/1　(構）亜角塊φ20㎜　(性）LiC　(緻） +　(塑）+++
 (備）5層よりも強くグライ化。柱抜き取り。
7 (色）10YR4/1-2.5Y3/1　(構）亜角塊φ20㎜　(性）LiC　(緻） +　(塑）+++
 (備）ＳＸ2141-19層由来土。掘り方堆積土。
8 (色）10YR4/1-2.5Y3/1　(構）亜角塊φ20㎜　(性）LiC　(緻） +　(塑）+++
 (備）強くグライ化。掘り方堆積土。
9 (色）10YR4/1-2.5Y3/1　(構）亜角塊φ20㎜　(性）LiC　(緻） +　(塑）+++
 (備）強くグライ化。掘り方堆積土。

SKP2174柱穴
1 (色）2.5Y4/2　(構）亜角塊φ7～20mm　(性）LiC　(緻）++　(塑）++　(備）SX2141-11層由来

第12図ｃ　地点間層序関係図

第12図b　ＳＡ2171柱穴列・ＳＤ2169溝跡・ＳＫＰ2174柱穴断面図土層説明
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15cm０
摩滅漆膜油煙

第 17 図　ＳＢ2168 掘立柱建物跡ｐ２柱穴・ＳＡ2171 柱穴列ｐ２・ｐ３柱穴・ＳＸ2141 盛土整地地業
　　　　　盛土単位５出土遺物（1～ 6：SX2141、7・8：SD2166、9～ 11：SA2171p2、
　　　　　12：SA2171p3、13・14：SX2141）
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盛土単位５出土遺物（1～6：SX2141、7・8：SD2166、9～11：SA2171p2、12：SA2171p3、

　　　　13・14：SX2141）
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15cm０
摩滅漆膜油煙

第 19 図　ＳＸ2141 盛土整地地業出土遺物（３）
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15cm０
摩滅漆膜油煙
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15cm０
摩滅漆膜油煙
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第22図　ＳＸ2141盛土整地地業出土遺物（６）
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15cm０
摩滅漆膜油煙

灰釉

第 23 図　ＳＸ2141 盛土整地地業出土遺物（７）
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15cm０

第 24 図　ＳＸ2141 盛土整地地業（８）・遺構外出土遺物（１～６：SX2141、７～９：遺構外）
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— 42 —

払田柵跡調査事務所年報 2017



15cm０
摩滅漆膜油煙

第 25 図　第 151 次調査出土墨書土器（１）
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15cm０
摩滅漆膜油煙

第 26 図　第 151 次調査出土墨書土器（２）
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第４表　遺物観察表

挿図 №
出土地点

接合 種別 器種 口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 備考

遺構№

16 1 SB2168p2 HB20　№1 土師器 甕 － － － 旧SK2158

16 2 SB2168p2 HB20　№2 土師器 坏 （4.8) － 旧SK2158
16 3 SB2168p2 HB20　№5 土師器 甕 - (16.8) － 旧SK2158、10.2C
16 4 SB2168p2 HB20　№3 土師器 坏 － － － 旧SK2158、灯明皿
16 5 SB2168p2 HB20　Ⅰ層 №1　№2　№3　№8 土師器 坏 12.1 4.8 4.9 旧SK2158
16 6 SB2168p2 HB20　サブトレ焼土下 SK2158　HB20　№6 土師器 坏 (11.6) 4.8 4 旧SK2158、灯明皿
16 7 SB2168p2 HB20　№10 土師器 坏 (12.4) － (4.2) 旧SK2158、灯明皿
16 8 SB2168p2 HB20　サブトレ焼土下 SK2158　HB20　№7 土師器 坏 (12.4) 4.2 (4.1) 旧SK2158、灯明皿
16 9 SB2168p2 HB20　№4 SK2158　HB20　№11 土師器 坏 (13.6) 5.2 4.8 旧SK2158、10.2C、図版15
16 10 SB2168p2 HB20　№12 土師器 坏 (13.6) － － 旧SK2158
16 11 SB2168p2 HB20 土師器 坏 － 5.2 旧SK2158

16 12 SB2168p2 HB20　№14 SK2158　HB20　№13　
SK2158　HB20サブトレ焼土下 土師器 坏 12.2 4.4 5.3 旧SK2158、10.2C、図版15

16 13 SB2168p2 HB20　№20 SK2158　HB２０　№16 土師器 坏 － (14.0) 旧SK2158
16 14 SB2168p2 HB20　№17 土師器 坏 (12.0) － － 旧SK2158
16 15 SB2168p2 HB20　11層 土師器 坏 － － － 旧SK2158、漆付着
16 16 SB2168p2 HB20　1層 土師器 台付坏 － (4.8) － 旧SK2158
16 17 SB2168p2 HL20　1層 須恵器 甕 － － － 旧SK2158灰降り・自然釉
16 18 SB2168p2 HB22　1層 土師器 甕・壺 － － － 旧SK2158
17 1 SB2168p2 HC20　1層 須恵器 甕 － － － 旧SK2158

17 2 SB2168p2 HB20サブトレ炭層よ
り上 須恵器 皿 － － － 旧SK2158、転用硯、周囲打

ち割り
17 3 SB2168p2 HB20　1層 土師器 坏 － (5.2) － 旧SK2158
17 4 SB2168p2 HB20　1層 土師器 甕 － (8.4) － 旧SK2158
17 5 SB2168p2 HB20　1層 土師器 坏 － 5.5 5.0 旧SK2158

17 6 SB2168p2 サブトレ焼土下 HB20　SK2158関連
HB201層　土器集中 土師器 坏 － 4.8 5.1 旧SK2158

17 7 ＳD2166 GT22　1層 GT22　№1 土師器 坏 － (6.0) 4.65 10.1C
17 8 SD2166 GT22　№2 木製品 鉄器による面取り･ケズリ
17 9 ＳＡ2171 HB21　№2 羽口 ｐ２柱穴
17 10 ＳＡ2171 HB21 須恵器 坏 （12.6）（6.2） 4.9 ｐ２柱穴　図版15
17 11 ＳＡ2171 HB21　№1 羽口 ｐ２柱穴

17 12 SX2141 HD22　単位５ 碗形滓 単位５（調査時SX2162を改
称）

17 13 SX2141 HD21　単位5　№4 土師器 坏 (12.6) (5.8) 3.45 図版15

17 14 SX2141 HE21　単位5　ＲＰ3
　 土師器 坏 － 5.6 －

18 1 SX2141 21　単位6　ＲＰ2 土師器 坏 － 5.8 －
18 2 SX2141 土師器 坏 － (6.0) 3.9
18 3 SX2141 HA20　1層 木製品 曲物
18 4 SX2141 HA21　11層 土師器 坏 - 5.0 -
18 5 SX2141 HD22　3層 木製品 末端焼け焦げ
18 6 SX2141 HD21　単位5 HD21　11層 土師器 坏 14.2 6.2 5.4
18 7 SX2141 HC21　4層 土師器 甕 － (12.2) － 台付き鉢か

18 8 SX2141 HBHC23　8層 土師器 台付内
黒坏 － 6.2 － 内黒がとんでいる

18 9 SX2141 HB22　11層 土師器 坏 (12.5) 5.4 5.4 灯明皿、図版15
18 10 SX2141 GT22　№2 土師器 坏 (12.6) 5.8 4.8 図版15

18 11 SX2141 HA20　11層　単位5 HA20　7層　№1 須恵器 坏 12.1 6.1 3.8
回転ヘラ切後、丁寧に調整
してヘラ切り痕跡を消す。
9.3C。図版15

18 13 SX2141 HC21　11層　№1 HC21　11層　№7 土師器 坏 12.7 6.0 4.3
18 14 SX2141 HC21　単位5 土師器 坏 － 5.3
18 15 SX2141 HD22 土師器 把手 － － -
18 16 SX2141 HC21　11層 土師器 坏 － 5.0 －
18 17 SX2141 HC22　8層 HC22　4層　To－a 土師器 坏 12.4 5.0 4.8
18 19 SX2141 HD21 単位5 土師器 坏 － － －
18 20 SX2141 HC22　単位5 土師器 坏 － 6.4 5.2
19 1 SX2141 HD21　11層　単位5 土師器 坏 － (6.0) 4.0
19 2 SX2141 HD21　4層　To－a 土師器 坏 － (6.6) － 灯明皿
19 3 SX2141 HD21　単位5 土師器 坏 － (5.6) 5.6
19 4 SX2141 HB22　11層　単位5 土師器 甕・壺 (13.8) - -
19 5 SX2141 HC22　単位5 土師器 坏 － (16.0) －M93
19 6 SX2141 HE22　4層 土師器 坏 － (5.3) －
19 7 SX2141 HC19　4層 土師器 坏 － （5.6) － 灯明皿
19 8 SX2141 HD22 土師器 甕 (20.8) (9.0) 13.4 10.1C
19 9 SX2141 GT21　11層 須恵器 台付坏 － (6.0) －
19 10 SX2141 HC23　硬化面② 土師器 坏 － (5.4) － 灯明皿
19 11 SX2141 HC21 11層 HC21　4層　To－a 土師器 坏 － － 5.3

19 12 SX2141 HD21　単位5 HD21　4層　To－a 須恵器 甕 － － － 転用硯、中央で分割し廃棄
　図版15

19 13 SX2141 HB22 須恵器 台付鉢 － (10.0) － 内面摩滅、転用硯
20 1 SX2141 HA21　11層　№14 須恵器 甕 － － －
20 2 SX2141 GS21　単位2　№4 須恵器 台付甕 － (7.0) －
20 3 SX2141 HA23　17層 須恵器 台付鉢 － (6.4) －
20 4 SX2141 HA22　11層　№7 須恵器 台付甕 － (12.6) －
20 5 SX2141 HC21　11層 HA21　11層下　単位5 須恵器 坏 － （9.0） － 9.2C、回転ヘラ切り
20 6 SX2141 GT22　11層　№9 須恵器 坏 － （5.5） － 9.3C
20 7 SX2141 HA21　11層 須恵器 台付甕 － 8.5 －
20 8 SX2141 GT21　11層　 須恵器 つまみ － － －
20 9 SX2141 HD21　単位5　№2 須恵器 長頸瓶 － － －
20 10 SX2141 HD22　4層　To－ａ 須恵器 坏 － － － 転用硯
20 11 SX2141 HB21　4層 須恵器 長頸瓶 － － －
20 12 SX2141 HD20　11層 HE21　4層 須恵器 坏 （14.3）（7.4） 4.1 9.3～9.4C
20 13 SX2141 HD22 須恵器 坏 － － － 灯明皿
20 14 SX2141 GT21　単位3 須恵器 甕・壺 － － －
20 15 SX2141 HE20　単位6　 須恵器 坏 （12.0） － － 墨痕、第26図15に再録
21 1 SX2141 HA22　11層 HB22　8層 須恵器 － （10.6） － 焼き歪みが著しい。図版15
21 2 SX2141 HD22 須恵器 壺 － － －

21 3 SX2141 HC23　11層 須恵器 甕・壺 － － －
短冊状に打ち欠き。内面墨
塗り。自然釉がかかる。胎土
白色精緻。図版15

21 4 SX2141 HB20　4層 須恵器 坏 － （8.2） － 回転ヘラ切り。9.2C
21 5 SX2141 HD21　単位5　№4 HC20　4層　 須恵器 甕･壺 － － －
21 6 SX2141 ND21　単位5 須恵器 坏 － － － 転用硯。9.3C

21 7 SX2141 HB21　4層 須恵器 甕・壺 － － －
短冊状に打ち欠き。内面墨
塗り。自然釉がかかる。胎土
白色精緻。図版15

21 8 SX2141 HB21　4層 須恵器 壺 － － －
21 9 SX2141 HC22 須恵器 蓋 － － － 転用硯
21 10 SX2141 HC21　4層 須恵器 坏 － － － 転用硯。9.3C
21 11 SX2141 HD20　4層 須恵器 坏 － － － 転用硯。9.3C
22 1 SX2141 HB20　4層 須恵器 坏 － （6.2） － 転用硯。9.3C
22 2 SX2141 HA20　4層 GT21　11層 須恵器 蓋 （16.2） － － 転用硯。9.3C
22 3 SX2141 HA21　4層 須恵器 坏 － － － 転用硯。回転ヘラ切り。9.2C
22 4 SX2141 HD20　11層 須恵器 坏 － － － 転用硯。9.3C
22 5 SX2141 HC23　8層 須恵器 坏 － － － 転用硯。9.3C
22 6 SX2141 HD21　単位5 須恵器 坏 － － － 転用硯。9.3C
22 7 SX2141 HD21　4層 須恵器 坏 － （5.2） － 転用硯。周辺打ち欠き。9.3C
22 8 SX2141 HC20　4層 HC21　11層 内黒 坏 － （6.4） － 9.4C
22 9 SX2141 ME21　単位5 須恵器 甕・壺 （15.8） － － 9世紀前半

挿図 №
出土地点

接合 種別 器種 口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 備考

遺構№
22 10 SX2141 HC21　11層 内黒 坏 － （4.6） － 底部やや柱状。10.2C
22 11 SX2141 HD20　11層 内黒 台付皿 － － －
22 12 SX2141 HB21　単位4 内黒 台付坏 － （6.2） －
22 13 SX2141 HB22　8層 内黒 台付坏 － （6.0） －
22 14 SX2141 HD21　単位5　№5 須恵器 台付坏（14.0）（8.0） 8.4 9.1C。富ヶ沢窯跡産か。図版15
22 15 SX2141 HD22　8層 内外黒色 坏 － 4.3 －
22 16 SX2141 HA20　11層 須恵器 坏 － － － 転用硯
22 17 SX2141 HD21　4層　To－ａ 土師器 坏 － （5.0） －
22 18 SX2141 HD21　4層 内黒 台付坏 － （5.8） －
23 1 SX2141 GT21　11層 土師器 坏 － － － 漆付着　図版15
23 2 SX2141 HA21　11層 土師器 坏 － (5.4) － 漆付着
23 3 SX2141 HD20　11層 HD20　4層 灰釉陶器 台付皿 － (8.0) 5.4 9世紀後半光ヶ丘1号窯並行　図版15
23 4 SX2141 HB22　8層 土師器 坏 － － － 漆付着
23 5 SX2141 HD20　11層 土師器 坏 － （6.6） － 漆付着
23 6 SX2141 HD20　11層 土師器 坏 － － － 漆付着
23 7 SX2141 HD20　11層 土師器 坏 － － － 漆付着
23 8 SX2141 HB22　8層 土師器 坏 － － － 漆付着
23 9 SX2141 HB19　4層 土師器 坏 － － － 漆付着　図版15
23 10 SX2141 HE22　8層 土師器 坏 － － － 漆付着
23 11 SX2141 GS22　11層 土師器 坏 － － － 漆付着
23 12 SX2141 HC19　11層 土師器 坏 － － － 漆付着
23 13 SX2141 HB19　4層 土師器 坏 － （4.6） － 漆付着
23 14 SX2141 HD20　11層 HB20　SK2158　HB201層 土師器 甕 － (10.4) － 土師器

23 15 SX2141 HC19　11層 HC19　4層・ＨＤ21　8層・
HC19　11層 土師器 鍋 （18.5） － － 段付口縁、把手付

24 1 SX2141 HB20　1層 瓦 平 厚さ
20mm

1cm四方に縦糸６本、横糸８
本

24 2 SX2141 HE20　単位6　 瓦 平 厚さ
11mm

上端右角か、側縁・裏面ケズ
リ、道具瓦の一種か

24 3 SX2141 HB22　8層 土師器 坏 － － － 周囲を打ち割ってメンコ状
に加工

24 4 SX2141 HBHC23　8層 木製品
24 5 SX2141 GS20　１１層下 木製品
24 6 SX2141 HB22　下の白粘土 木製品
24 7 遺構外 GT21　1層 青磁 碗 － － － 龍泉窯ラマ蓮弁14～15Ｃ　図版15
24 8 遺構外 HD21　暗渠 染付 皿 － － － 漳州窯、16C　図版15
24 9 遺構外 1層 染付 皿 漳州窯、16C　図版16
図版15 遺構外 表採 青磁 碗 － － － 龍泉窯　図版15右下

第５表　墨書土器集成

挿図 №
出土地点

接合 種別 器種 口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 備考

遺構№

25 1 SX2141 HD21　11層　単位5 HC21　11層 墨書　須恵器 台付皿 － － － 高台内墨痕、内面摩滅、高台
打ち割り　9.3C　転用硯

25 2 SX2141 HD21　11層　単位5 墨書　須恵器 坏 － (7.0) － 「□」　9世紀後半
25 3 SX2141 HD20　11層 墨書　須恵器 坏 － (7.4) － 内面墨痕　9世紀後半
25 4 SX2141 HA22　11層 墨書　須恵器 坏 「□」（借ｶ）　9世紀後半
25 5 SX2141 HC21　11層 墨書　土師器 坏 － － － 「□」、10世紀前半
25 6 SX2141 HD21　排土 墨書　須恵器 坏 － － － 「□」
25 7 SX2141 HB21　単位4 墨書　土師器 坏 － － － 「□」
25 8 SX2141 HD21　4層 墨書　土師器 坏 (8.0) (6.2) (0.9) 墨痕　転用硯
25 9 SX2141 HB23　１１層 墨書　須恵器 坏 － － － 外面墨痕、9世紀後半
25 10 SX2141 GT22 墨書　土師器 甕 － － － 内面墨痕
25 11 SX2141 GT２２ 墨書　須恵器 坏 (7.1) (4.6) 墨痕、9世紀後半

25 12 SX2141 HD21　4層 HD20　１１層 墨書　須恵器 坏 － － － 転用硯　9世紀後半
「□」（舟ｶ）

25 13 SX2141 HC21　4層　Tｏ－ａ HB21　4層 墨書　土師器 坏 (7.5) (5.5) (1.1) 「□」（厨ｶ）　10世紀前半　図版16

25 14 SX2141 GT22　１１層 墨書　須恵器 台付坏 (7.0) (5.0) (2.1) 「□」高台打ち割り　9世紀後半
25 15 SX2141 HD21　単位5 墨書　土師器 坏 (12.0) (6.4) (3.5) 「□」、9世紀後半、10.2C
25 16 SX2141 HD21　単位5 墨書　土師器 坏 (9.2) (5.2) (2.1) 「□」周囲打ち割り、10.2C
25 17 SX2141 HD21　１１層　単位5 HD21　単位5　№4 墨書　土師器 坏 (13.2) 6.3 (4.2) 「□所」、9.4C　図版16
25 18 SX2141 HD21　単位5 墨書　須恵器 坏 (9.6) (4.6) (2.0) 転用硯、9.4C
25 19 SX2141 HE21　単位5 墨書　須恵器 坏 － － － 「官」、転用硯、9世紀後半　図版16
25 20 SX2141 HD21　8層 墨書　須恵器 坏 － － － 「大」、9世紀後半　図版16
26 1 SX2141 HB21　単位4 墨書　須恵器 坏 (8.4) (5.8) (0.6) 「官」、9.4C　図版16
26 2 SX2141 HC21　１１層 HD20　１１層 墨書　須恵器 坏 － － － 「 」、9世紀後半　図版16
26 3 SX2141 HA21　１１層 墨書　土師器 坏 － － － 「□」
26 4 SX2141 HD21　１１層　単位5 墨書　土師器 坏 － － － 墨痕
26 5 SX2141 HD21　１１層　 墨書　土師器 坏 － － － 「□」
26 6 SX2141 HD21　単位5 墨書　須恵器 坏 － － － 「□厨」、9世紀後半　図版16
26 7 SX2141 HD22 墨書　須恵器 － － － － 外面「□」、内面墨痕　9世紀後半

26 8 SX2141 Gt22　8層 墨書　須恵器 台付・坏 (10.6) 6.7 (2.9) 「臣」高台内墨痕、9世紀前半　図版16　転用硯
26 9 SX2141 HC21　単位5 墨書　須恵器 坏 (7.2) (4.2) 「 」　転用硯、9.4C　図版16
26 10 SX2141 HD21　8層 墨書　須恵器 坏 － － － 「□」、10世紀前半
26 11 SX2141 HD21　単位5 墨書　須恵器 坏 － － － 「□」、9世紀後半

26 12 SB2168p2 HA20　№19 SK2158　サブトレ焼土
下炭化層 墨書　土師器 坏 (8.6) 5.4 (1.9) 旧SK2158、墨痕

26 13 SX2141 墨書　須恵器 坏 外面「厨」、内面墨痕、9.3C
26 14 SX2141 HB22　１１層　単位5 墨書　須恵器 坏 (10.5) 7.0 (1.9) 「厨」　転用硯、9.3C　図版16

26 15 SX2141 HE20　単位6　 墨書　須恵器 坏 （12.0） － － 墨痕、図版16　第20図15に
再録

第６表　第７号漆紙文書

図版 №
出土地点

接合 種別 － 長さ
（mm）

幅
（mm） － 備考

遺構№
17 SX2141 HD21　11層　単位5 漆紙文書 － １５０ ９５ － 第１面　５行２９文字
18 SX2141 HD21　11層　単位5 漆紙文書 － １５０ ９５ － 第２面　２行７文字　漆付着面
19 1 SX2141 HD20　11層 漆紙文書 － － － － 展開前の折りたたまれた状態
19 2 SX2141 HD20　11層 漆紙文書 － １１ １１ －
19 3 SX2141 HD20　11層 漆紙文書 － ３２ ８ －
19 4 SX2141 HD20　11層 漆紙文書 － ２５ ２８ － 墨痕
19 5 SX2141 HD20　11層 漆紙文書 － ３５ ２３ －
19 6 SX2141 HD20　11層 漆紙文書 － ２３ １４ －
19 7 SX2141 HD20　11層 漆紙文書 － １６ ２４ － 墨痕
20 8 SX2141 HD20　11層 ８・９接合 漆紙文書 － ２２ ３０ － 墨痕
20 9 SX2141 HD20　11層 ８・９接合 漆紙文書 － ２２ ３０ － 墨痕
20 10 SX2141 HD20　11層 漆紙文書 － １７ ３０ － 墨痕
20 11 SX2141 HD20　11層 漆紙文書 － ７ １７ －
20 12 SX2141 HD20　11層 漆紙文書 － １３ １５ －
20 13 SX2141 HD20　11層 漆紙文書 － ４１ ５７ － 墨痕
20 14 SX2141 HD20　11層 漆紙文書 － １９ ２３ －
20 15 SX2141 HD20　11層 漆紙文書 － ６ １４ －
20 16 SX2141 HD20　11層 漆紙文書 － ６ ８ －
20 17 SX2141 HD20　11層 漆紙文書 － ８ ６ －
20 18 SX2141 HD20　11層 漆紙文書 － ６ ９ －
20 19 SX2141 HD20　11層 漆紙文書 － ６ ９ －
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第４章　関連遺跡の調査

第１節　調査に至る経過

　平成26年度に始まる第９次５年計画では、払田柵跡内の調査に加え、「払田柵跡関連遺跡の試掘調

査等」も実施することを掲げている（第２章参照）。これは第７次５年計画（平成16～20年度）にお

いて初めて、「払田柵跡関連遺跡の現況調査」として明文化したもので、関連遺跡とは、払田柵跡の実

体解明には欠くことのできない「雄勝城」をはじめ、附属寺院・官衙・集落・生産施設・墓地などである。

　具体的な調査としては平成17年度の実地踏査に始まり、雄勝郡・旧平鹿郡のうち羽後町と横手市雄

物川町を対象とした。この地区には、雄勝城が造営された８世紀代の古墳・須恵器窯跡・集落跡が

集中しており、平成17年度に雄物川町末館地区、18年度には羽後町上鴨巣地区及び雄物川町内山・矢

神・造山地区周辺の踏査を実施した。そして19年度には雄物川町造山地区を対象とし、初めて試掘調

査を実施した。調査の結果、造山字十足馬場地内から新たに８世紀後半代の集落跡を発見し、十足馬

場南遺跡として新規登録・周知し、『払田柵跡調査事務所年報2007』に「関連遺跡の現況調査及び試

掘調査」として報告した。

　平成20年度は、正報告書『払田柵跡Ⅲ－長森地区－』刊行を控えていたことから、試掘調査は行わ

ず踏査と資料・情報収集を予定していた。ところが、横手市雄物川町におけるほ場整備事業に係り、

市教委が立ち会い調査を実施した町屋敷遺跡において、規模の大きな総柱の掘立柱建物跡が検出され

た。この件について、横手市教育委員会及び県教育庁生涯学習課文化財保護室から調査協力の要請を

受け、急遽、関連遺跡の調査として同遺跡の内容確認調査を実施することになった。その調査結果

は、『払田柵跡調査事務所年報2008』に「関連遺跡の内容確認調査－町屋敷遺跡」として報告した。

　平成21年度は、再び横手市雄物川町造山地区で試掘調査を実施した。調査の結果、造山字造山地内

から竪穴部の外側にカマド燃焼部を持つ竪穴建物跡を検出し、８世紀後半代の集落跡を確認した。成

果は『払田柵跡調査事務所年報2009』に「関連遺跡の現況調査及び試掘調査」として報告した。また

事務所による試掘調査がきっかけとなり、地元に「造山の歴史を語る会」が結成された。

　平成23年度は、過去２回にわたる台地中央部の調査成果を受け、円面・二面硯を出土した東槻遺

跡、丸・平瓦を出土した十三塚遺跡など官衙との関連が想定される台地東側に対し、蝦夷塚古墳群や

町屋敷遺跡も近く雄物川を臨む台地西側における当該期の遺跡の有無を調査することを目的とした。

調査の結果、江戸時代の集落跡及び平安時代の散布地を発見し、造山Ⅲ遺跡として新規登録・周知

し、『払田柵跡調査事務所年報2011』に「関連遺跡の現況調査及び試掘調査」として報告した。

　平成24年度は、引き続き台地西側を対象としたが、より雄物川に近い台地西端部を調査することを

目的とした。調査の結果、縄文早～前期の陥し穴のほか、８世紀末葉頃の竪穴建物跡を検出し、台地

西端部に奈良時代末～平安時代初めの集落を発見し、蝦夷塚北遺跡として新規登録・周知し、『払田

柵跡調査事務所年報2012』に「関連遺跡の現況調査及び試掘調査」として報告した。

　平成25年度は、前年度新発見した蝦夷塚北遺跡南側の調査を実施し、遺跡範囲の見直しを行い、

『払田柵跡調査事務所年報2013』に「関連遺跡の現況調査及び試掘調査」として報告した。
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　平成26・27年度は、蝦夷塚北遺跡西側の調査を実施した。調査の結果、８世紀末葉～９世紀前半代

の竪穴建物跡、並びに柱穴列を検出して遺跡範囲の見直しを行い、『払田柵跡調査事務所年報2014』・

『払田柵跡調査事務所年報2015』に「関連遺跡の現況調査及び試掘調査」としてそれぞれ報告した。

　平成28年度は、空中写真によって方70ｍ程の方形地割りが見える栗林遺跡隣接地を調査し、『払田

柵跡調査事務所年報2016』に「関連遺跡の現況調査及び試掘調査」として報告した。

　今年度は、発掘調査を休止して造山地区の踏査を行い土地利用状況図を作成すると共に今後の調査

地点の選定を行った。調査にあたって、地元町内会及び造山の歴史を語る会から全面的な協力を得た。

調査期間　　　　　　　平成29年９月５日

調査担当者　　　　　　秋田県教育庁払田柵跡調査事務所　　　副主幹（兼）班長　　　宇田川浩一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化財主査　　　　　　吉川耕太郎

調査協力者　　　　　　 土地所有者、造山町内会・造山の歴史を語る会、横手市教育委員会文化財　

保護課・横手市雄物川地域局

第２節　調査の概要

　平成27年まで実施した調査地Ａ～Ｌ地区は、造山地区北・西を重点的に調査してきた。平成28年度

調査の栗林遺跡隣接地では造山地区中央部を確認し、今後東側と南側を調査地点として選定すること

を考えて、県立雄物川高校の南側と東側を踏査した。

第３節　小結

　踏査の結果、雄物川高校南側には雄物川旧河道の河跡湖を利用した溜め池があり、台地と低地の境

界域となっている。近くには平成20年度の調査において発見した十足馬場南遺跡があり、遺跡となり

うる地点と判断した。
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第５章　調査成果の普及と関連活動

　調査成果の普及のために、次のような関連する活動を行った。宇田川浩一・吉川耕太郎が担当した。

１　諸団体主催行事への協力活動
　発掘調査の現場や、政庁跡、外柵南門・大路周辺地域などにおいて、次の諸団体などの遺跡視察・

研修・見学会に対し、払田柵跡の説明等を行った。

　青山学院大学資料調査（８月５日）、國學院大學資料調査（８月30日）、平成29年度「よみがえる平

安の柵」払田柵再現事業（大仙市立高梨小学校・横堀小学校、10月27日）、大仙市仙北史談会（２月

20日）

２　研修生・インターンシップ・職場体験生徒の受け入れ
　発掘調査実習、遺物整理作業、見学実習などにおいて、次のとおり実施に協力した。

　①大曲工業高校生インターンシップ　　　　　　　　　　　４名　　　　　平成29年７月26・27日

　②「払田柵跡」を素材にした教材作成　　　　　　　　　　11名　　　　　平成29年７月28日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20名　　　　　平成29年８月４日

　※秋田大学教員免許状更新講習「地域を体験できる日本史」の教材作成への協力

　③秋田大学生インターンシップ　　　　　　　　　　　　　１名　　　　　平成29年８月22～25日

　④大仙市立仙北中学校出前授業　　　　　　　　　　　　　64名　　　　　平成29年12月19日

　⑤角館高校生インターンシップ　　　　　　　　　　　　　１名　　　　　平成29年12月25・26日

３　平成29年度払田柵跡環境整備審議会への出席
　平成29年10月27日（於：大仙市仙北庁舎）

４　県内外市町村実施学術調査等への指導・協力
　①堀之内遺跡整理作業（横手市）　　　　平成29年12月21日

　②鎧ヶ崎城跡 （美郷町）　　　　　　　　平成29年10月６日・13日

　③史跡檜山安東氏城館（能代市）　　　　平成29年８月31日、９月７・８・14日
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５　報告・発表
　①宇田川浩一 　　　　　発掘考古ゼミ「払田柵を設計する－九章算術との関係－」

　　　　　　　　　　　　平成29年11月24日、秋田県生涯学習センター

　②宇田川浩一 　　　　　払田柵跡関連遺跡調査報告会

　　　　　　　　　　　　「第７号漆紙文書の発見　－払田柵跡第151次調査の成果－」

　　　　　　　　　　　　平成29年12月17日　横手市雄物川町造山公民館

　③宇田川浩一　　　　　「払田柵跡　－平成29年度調査の概要－」

　　　　　　　　　　　　『第44回古代城柵官衙遺跡検討会資料集』

　　　　　　　　　　　　平成30年２月17日～18日　須賀川市役所（福島県須賀川市）

　④吉川耕太郎　　　　　秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会

　　　　　　　　　　　　「払田柵跡第151次調査の成果」

　　　　　　　　　　　　平成30年３月11日

６　資料の貸出
　【貸出資料】払田柵跡出土資料

　　　・大仙市教育委員会

　　　　（大仙市払田柵総合案内所における常設展示遺物の入れ替え）

　　　　　　平成29年４月～　大仙市払田柵総合案内所

　　　・秋田県立博物館

　　　　（「後藤宙外と書簡」展における展示）

　　　　　　平成29年９月～10月　秋田県立博物館、平成30年３月24日～秋田県立図書館

７　史跡払田柵跡の現状変更
　当事務所では、史跡の管理団体である大仙市及び大仙市教育委員会並びに美郷町教育委員会と協

議・協力の上で、遺構と歴史的景観の保護に努めている。しかしながら、やむなく史跡内の現状を変

更する場合には、申請者及び関係機関と遺跡保護のための協議を重ね、遺跡への影響がない範囲で最

小限の現状変更に伴う調査の実施に際し、適宜協力してあたっている。

　平成29年度の現状変更申請は、第151次調査を除くと25件であった。夏の豪雨のため、長森丘陵２
か所、真山丘陵１か所で土砂崩れが発生したため、急遽崩落止めのブルーシート設置・立ち入り禁止

の周知を行った。これらの対応については、発掘調査・立ち会いを大仙市教育委員会文化財保護課及

び美郷町教育委員会生涯学習課が担当し、当事務所が適宜協力した。
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番号 申請者 申請地 申請理由 申請年月日 許可年月日 対応立会日 備考
１ 大仙市長 大仙市払田字百目木地内 環境整備 平成29年４月12日 平成29年６月９日

２ 大仙市長 大仙市真山 遊具撤去 平成29年４月12日 平成29年４月12日

３ 大仙市高梨地区農地・
水・環境保全組織 大仙市払田字払田 水路改修 平成29年４月14日 平成29年４月14日

４ 個人 大仙市払田字森合 宅内への水道管接続 平成29年４月25日 平成29年４月25日

５ 個人 大仙市払田字森合 宅内への水道管接続 平成29年５月８日 平成29年５月８日

６ 個人 大仙市払田字早坂 宅内への水道管接続 平成29年５月24日 平成29年５月24日

７ 個人 大仙市払田字早坂 住宅一部解体 平成29年６月５日 平成29年６月５日

８ 個人 大仙市払田字真山 宅内への水道管接続 平成29年６月６日 平成29年６月６日

９ 個人 大仙市払田字真山 宅内への水道管接続 平成29年６月９日 平成29年６月９日

10 個人 大仙市払田字森崎 宅内への水道管接続 平成29年６月12日 平成29年６月12日

11 個人 大仙市払田字館前 堆肥置場除去及び樹木伐採 平成29年６月14日 平成29年６月14日

12 個人 大仙市払田字森合 宅内への水道管接続 平成29年６月14日 平成29年６月14日

13 個人 大仙市払田字館前 宅内への水道管接続 平成29年６月20日 平成29年６月20日

14 大仙市長 大仙市払田字館前地内 簡易水道切り替え 平成29年６月30日 平成29年６月30日

15 個人 大仙市払田字早坂 宅内への水道管接続 平成29年７月24日 平成29年７月24日

16 個人 大仙市払田字大谷地 畦畔除去 平成29年８月７日 平成29年９月15日

17 個人 大仙市払田字森崎 宅内への水道管接続 平成29年９月５日 平成29年９月５日

18 大仙市長 大仙市払田字仲谷地地内 地下水切り替え 平成29年９月８日 平成29年９月８日

19 個人 大仙市払田字早坂 宅内への水道管接続 平成29年９月８日 平成29年９月８日

20 個人 大仙市横堀字鶴田 地盤改良 平成29年９月12日 平成29年10月20日

21 個人 大仙市払田字森崎 宅内への水道管接続 平成29年９月14日 平成29年９月14日

22 個人 大仙市払田字真山 宅内への水道管接続 平成29年９月19日 平成29年９月19日

23 高梨保全会９支部 大仙市払田字森崎 水路改修 平成29年10月25日 平成29年10月25日

24 大仙市高梨地区農地・
水・環境保全組織 大仙市払田字仲谷地 水路改修 平成29年12月28日 平成29年12月28日

25 個人 大仙市払田字館前 畦畔ブロック撤去 平成30年１月31日 平成30年１月31日

※対応・立会日は、平成30年２月末日までの状況
※美郷町教育委員会による調査が５月10日～12日まで行われた（平成27年度包括申請し許可済み）。長森丘陵
北東側の低地に形成された微高地（百目木地区）での調査であり、強くグライ化した粘土層（水成堆積物）が
確認された。遺構・遺物は出土しなかった。
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払田柵跡調査事務所の沿革
  年 月 事　項
昭和 49. 4 「秋田県払田柵跡調査事務所」を仙北町公民館（高梨字田茂木）内に設置。
   第１次５年計画調査を開始。
  49. 8  調査・研究の適正な実施を図るため、顧問２名を委嘱して指導体制を確立。顧問には秋田大学教

授・新野直吉氏（～調査指導委員として現在に至る）と多賀城跡調査研究所長・岡田茂弘氏に委嘱。
  50. 6  岡田茂弘氏の文化庁転出に伴い、多賀城跡調査研究所長の氏家和典氏に顧問を委嘱。（～昭和52年度）
  50.10 第７次調査区（外柵南門跡北側）で「嘉祥二年」銘の木簡出土。
  52. 5 第12次調査区で政庁正殿跡を検出。
  54. 4 事務所を史跡内の払田字館前100番地にある独立した建物内に移設。第２次５年計画調査を開始。
  55. 3 第６回古代城柵官衙遺跡検討会を仙北町で開催。
  56.10 秋田県埋蔵文化財センター開設に伴い、事務所も同所内に移転、現在に至る。
  57. 8 常陸宮殿下・同妃殿下　政庁跡を御視察される。
  57.11 ホイド清水（第49次調査区ＳＥ550）から「絵馬」や第16号木簡など出土。
  58. 6 国立歴史民俗博物館教授岡田茂弘氏に再び顧問を委嘱する（～調査指導委員として現在に至る）。
  59. 4 第３次５年計画調査を開始。
  59. 5 第55次調査区で外郭南門跡を検出、４時期であることを確認。
  60. 3 正報告書第１集『払田柵跡Ⅰ－政庁跡－』を公刊。
  61. 4 事務所の名称が「秋田県教育庁払田柵跡調査事務所」と改称される。
  61. 5 第65次調査区で外郭南門跡に接続する石塁を検出、古代東北城柵遺跡では初見。
  62. 5 第68次調査区で外郭東門跡を検出。
  63. 6 史跡の追加指定がなされ、指定面積は894,600㎡となる。
平成 元. 1  第73次調査で検出された外柵材木塀のうち３本の角材を年輪年代測定した結果、最外年輪測定年代

が、西暦801年と特定された。このことから、外柵の成立年代すなわち払田柵の創建がこの頃であ
ることが確実となった。

  元. 4 第４次５年計画調査を開始。
  元. 8 第81次調査区で外郭西門跡の柱掘形を検出、これで外柵・外郭の８門跡は全て確認。
  6. 4 第５次５年計画調査を開始。
  7. 2  第21回古代城柵官衙遺跡検討会を仙北町で開催。特集テーマ『払田柵跡発掘20年の成果から－城柵

研究の新たな視点を求めて－』。
  7. 3 『払田柵を掘る－払田柵跡調査20周年記念誌－』刊行。
  8. 9  第107次調査区（外郭北門跡東側）では、木道に転用されていた角材が上下端とも残存し、全長4.6

ｍであったことから、外郭材木塀の高さ（約3.6ｍ）が明確となる。
  11. 3 正報告書第２集『払田柵跡Ⅱ－区画施設－』を公刊。
  11. 4 第６次５年計画調査を開始。長森丘陵部西側を主な調査対象区とする。
  13. 9  第119次調査区（長森西端部）では緩斜面地を段状・平坦に整地させた面に鍛冶・鋳造関係の工房

跡が複数存在することが判明。「出羽」と刻書された土器も出土。
  14. 4 調査事務所に班制が敷かれ、調査班、総務班となる。
  15.10 第122次調査区（長森中央西側）で瓦質土器、第６号漆紙文書が出土。
  16. 4  第７次５年計画調査を開始、真山地区を調査対象区に組み入れる。本次計画において初めて「払田

柵跡関連遺跡の現況調査」を明文化。
  16. 9 第125次調査区（真山丘陵部）で古代の火葬墓を検出、古代墓は初出。
  17. 4  調査研究等の事業を適正に実施するため、「史跡払田柵跡調査指導委員会」を設置し、４名の委員

を委嘱。
  19.11  関連遺跡の試掘調査として、横手市雄物川町造山地区を試掘。８世紀代の集落遺跡を新発見。十足

馬場南遺跡とする。
  20. 7  関連遺跡の内容確認調査として、横手市町屋敷遺跡において“稲倉跡”とも推測される大型の総柱

掘立柱建物跡を検出。時期は９世紀後半。
  21. 3 正報告書第３集『払田柵跡Ⅲ－長森地区－』を公刊。
  21. 4 第８次５年計画調査を開始。沖積地部を主な調査対象区とする。
  21. 5 「秋田県重要遺跡調査事業」の一環として第139次調査を実施。
  21.11  関連遺跡の調査で、造山遺跡から８世紀中頃～後半代の竪穴住居跡を検出。カマドの構造から坂東

を出自とする集団による移民集落の住居跡か。
  22. 5 第141次調査を実施。
  22. 8 「秋田県重要遺跡調査事業」の一環として、能代市大館跡の調査を実施。
  23. 6 第142次調査を実施。
  23.11 関連遺跡の調査で、造山Ⅲ遺跡を新発見。
  24.11 関連遺跡の調査で、蝦夷塚北遺跡を新発見。
  25. 8 第146次調査で、94次調査以来のＳＢ1058の全容を確認。
  26. 8 第148次調査で、大路西建物西側沖積地が広く盛土造成されていることを確認。
  26. 8 払田柵跡調査40周年記念講演会を開催。
  27. 8 第149次調査で、丘陵裾部直下に土器焼成遺構を確認。
  28. 8 第150次調査実施。
  29. 8 第151次調査で第7号漆紙文書出土。
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払田柵跡調査事務所　要項

１　組織規定

　　　秋田県教育委員会行政組織規則（抄）

　第八条　　　生涯学習課の分掌事務は、次のとおりとする。

　　　十五　　払田柵跡調査事務所に関すること。

　　２　　　　 生涯学習課文化財保護室は、前項第六号に掲げる事務のうち文化財の保護に関するこ

と及び同項第十号から十六号までに掲げる事務を分掌する。

　第十三条　　払田柵跡調査事務所の名称及び位置は、次のとおりとする。
名　称 位置

秋田県教育庁払田柵跡調査事務所 大仙市

　　２　　　　払田柵跡調査事務所の分掌事務は、次のとおりとする。

　　　　一　　史跡払田柵跡の発掘及びこれに伴う出土品の調査研究に関すること。

　　　　二　　史跡払田柵跡の環境整備に関すること。

２　職員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成30年３月現在）
職 氏　名 備　考

所　長 櫻田　博憲 　本務　秋田県埋蔵文化財センター所長
副主幹兼総務班長 半田　武伸 　本務　秋田県埋蔵文化財センター総務班長
主　査 齊藤　憲治 　本務　秋田県埋蔵文化財センター総務班
主　査 武藤　　靖 　本務　秋田県埋蔵文化財センター総務班
副主幹兼調査班長 宇田川浩一  （兼務　秋田県埋蔵文化財センター調査班）
文化財主査 吉川耕太郎 　本務　秋田県埋蔵文化財センター調査班

３　調査指導委員

　　　 　国指定史跡払田柵跡の調査研究等の事業を適正に実施するため、史跡払田柵跡調査指導委員

会を設置し、４名の委員を委嘱した。

（『史跡払田柵跡調査指導委員会設置要綱』平成 17年４月１日実施）　

　　　史跡払田柵跡調査指導委員名簿
氏　名 現　職　等 専門分野

委 員 長 新野　直吉 秋田大学名誉教授・秋田県立博物館名誉館長 古代史
副 委 員 長 岡田　茂弘 国立歴史民俗博物館名誉教授 考古学
委 員 黒崎　　直 富山大学名誉教授 考古学
委 員 熊田　亮介 秋田大学名誉教授 古代史
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図
版
１

第151次調査区（南西→）

第151次調査区（北北西→） （仙北地域振興局撮影）
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図
版
２

第151次調査区（南→） （仙北地域振興局撮影）
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図
版
３

基本層序
ＧＲ－ＧＴ22（南→）

基本層序ＨＣ23（西→）

水面脇の黒色土は縄文時代から
平安時代の旧地表。その上に白
色粘土の盛土がされるが、途中
でヨシの植生が復活。さらにそ
の上に盛土が行われる。

盛土整地地業は北側（より標高が高い）でも、旧地表土（写真では水面下にある黒色土）上に白色粘土の
厚い盛土が行われ、その後一時期植生が復活している。さらにその上に改めて盛土される。
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上：ＳＢ2168 掘立柱建物跡（南→）

下：ＳＢ2168 掘立柱建物跡柱穴ｐ１
（北→）

平成27年度第149次調査でＳＫ2158土坑
を発掘した。今年度ＳＢ2168掘立柱建物
跡の柱穴ｐ１を検出して柱並びを追いか
けたところ、ＳＫ2158土坑が軸線上に乗
ることがわかり、再調査した。ＳＫ2158
土坑はＳＢ2168掘立柱建物跡を構成する
柱穴の１基で建て替えられていることが
わかった。

柱穴ｐ１の掘り方断面。掘り方底面に
木材破片が塊となって廃棄されていた。

ＳＢ2168掘立柱建物跡ｐ１

ＳＢ2168掘立柱建物跡ｐ２
（旧ＳＫ2158土坑）

未調査の柱穴

ＳＡ2171柱列ｐ１

ＳＡ2171柱列ｐ２

ＳＡ2171柱列ｐ３ＳＡ2171柱列ｐ３

図
版
５
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ＳＢ2168 掘立柱建物跡柱穴 p1
（南→）

ＳＢ2168 掘立柱建物跡柱穴 p1 と
柱痕跡（北→）

ＳＢ2168 掘立柱建物跡柱穴 p1 断面
（北→）

柱は抜き取り。柱抜き取り穴も柱穴の
掘り方も白色粘土ブロックで埋められ
ている。

直径20cmの柱痕跡が掘り方底面から
７cmほど沈み込んで検出された。掘り
方底面から木材の削りくずや数cmの木
っ端が塊となって出土した。

掘り方堆積土は白色または青灰色の粘
土でほぼ一気に埋められている。分層
は可能だが、グライ化の強弱による色
調差が目立つ。

図
版
６
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ＳＢ2168 掘立柱建物跡柱穴 p1 北側断面（南→）

ＳＢ2168 掘立柱建物跡柱穴 p1 東側断面とＳＸ2141 盛土層との関係（西→）

ＳＢ2168 掘立柱建物跡柱穴 p1 東側断面とＳＸ2141 盛土層との関係続き（西→）

写真右上の矢印Ａは、中段写真左中程の矢印Ａと連続する位置を示す。ＳＸ2141盛土整地地業の堆積土中に
遺構構築面が形成されている。

←
Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

←

←

←

←

写真右の矢印Ｂは、下段写真の矢印Ｂと連続する。柱穴を埋め戻して白色粘土が卓越する盛土をしている。

←

図
版
７
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ＳＢ2168 掘立柱建物跡柱穴 p２
（旧ＳＫ2158）（東→）

ＳＢ2168 掘立柱建物跡柱穴 p２
中央サブトレンチ（南→）

下：ＳＢ2168 掘立柱建物跡柱穴 p２
焼土面（南→）

上：ＳＢ2168 掘立柱建物跡柱穴 p２
　　中央サブトレンチ（南→）

当初土坑と考えたのは直径３ｍを超え
る円形プランの堆積土が確認されたこ
とによる。結果的に、１回以上の柱建
替に伴う抜き取り痕跡と判断した。手
前のサブトレンチは第149次調査時のも
のを再発掘した。中央のサブトレンチ
は今回新たに設定した。

第149次調査時と同様に検出面下20cm
程で土器の集中層となる。炭化物層
に挟まれている。

柱抜き取り後の堆積土中に形成された
焼土面。人為的に埋め戻す途中での焚
火→土器埋納であり、廃絶儀礼と考え
た。

大量の土器を取り上げると焼土面となる。

図
版
８
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ＳＡ2171 柱穴列柱穴 p2 精査
（西→）

ＳＡ2171 柱穴列柱穴 p2 精査
（西→）

ＳＡ2171 柱穴列柱穴 p2 精査
（東→）

検出面では白色粘土ブロックを多く含
む盛土が直径60cm程の不整円形を呈し
て分布していた。遺構掘り方を探って
断ち割ったところ柱痕跡が見つかった。

SX2141盛土層を掘り込んで構築されて
いる。柱穴を埋める堆積土は周囲の盛
土層よりも白色粘土ブロックが卓越す
る。

柱痕跡が掘り方底面に沈み込む。柱は
南側へ抜き取られている。

図
版
９
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図
版
10

盛土単位１（旧ＳＸ2161）と
ＳＫＰ2159柱穴再発掘（南→）

ＳＤ2166 溝跡精査（南→）

平成28年度第150次調査でＳＸ2141盛
土整地地業堆積層中よりＳＫＰ2159柱
穴やＳＸ2161盛土単位を検出したこと
から、盛土層中においても遺構構築面
が形成されていることが判明した。遺
構分布範囲と遺構種類の確認のため、
再発掘した。

ＳＸ2141盛土整地地業堆積単位２に埋
められている。盛土造成初期の白色粘
土上部の自然植生復活面を切る。溝の
南北末端は未検出。

ＳＫＰ2159柱穴ＳＫＰ2159柱穴

盛土単位１（旧ＳＸ2161）
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図
版
11

ＳＤ2166 溝跡精査（南→）

ＳＤ2166 溝跡側板（西→）

ＳＤ2166 溝跡出土土師器（東→）

溝跡底面で側板と押さえの打ち込み杭
を検出した。側板は北側へ延びる。

溝跡底面で検出した側板。北側（写
真左）へ続く。

溝跡層中で検出した。時期は10世紀第
１四半期（十和田ａ火山灰より古い）。
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ＳＸ2141 盛土整地地業盛土単位５
第 7号漆紙文書出土地点（南→）

第 7号漆紙文書出土状況（北東→）

第 7号漆紙文書出土状況（北東→）

盛土単位５からは９世紀前半の須恵器
破片や墨書土器、漆付着土師器などが
目立って出土している。

●○○

漆紙文書は写真男性が右手に持つ竹ベラ
の先端付近にある。

この後、漆紙文書周辺の土壌を20×15cm
程切り出し、屋内でクリーニングした。

図
版
12
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ＳＸ2141 盛土整地地業盛土単位５
と遺物分布状況（南→）

ＳＸ2141 盛土整地地業
盛土単位５出土須恵器（南→）

ＳＸ2141 盛土整地地業
盛土単位５出土須恵器（南→）

ＳＸ2141盛土整地地業盛土単位５は堆
積層11層を構成する単位の一つである。
盛土整地地業の造成過程で積まれた土
砂の構成物・堆積方向の違いによって
分離した。上層を十和田ａ火山灰の再
堆積層で覆われることから10世紀第２
四半期に形成されたと考える。

須恵器台付坏。９世紀第１四半期に
横手市富ヶ沢窯跡で生産されたと推
定。なお、出土層位の堆積時期は10
世紀第２四半期である。

須恵器長頸甕の頸部。９世紀前半の
所産と推定。出土層位の堆積時期は
10世紀第２四半期である。

図
版
13
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図
版
14

ＳＸ2141 盛土整地地業盛土単位
５・６・７と溝状プラン（北→）

ＳＸ2141 盛土整地地業盛土単位６
出土骨片（東→）と炭化米（上）

ＳＸ2141 盛土整地地業中位から出
土した礫（西→）

ＳＸ2141盛土整地地業の11層は盛土単
位を細分することが可能である。単位
５の上に単位６が堆積する。11層上面
には、長さ２～３ｍ、幅20～50cm、深
さ５cm程度の溝状プランがある。

盛土単位６は直径50cm程度の小さな炭
化物集中地点である。原位置で焼成さ
れ、炭化米や細かい骨片を無数に含む。

盛土単位５
盛土単位６

溝状プラン

盛土層中位には直径15～20cm程の頁岩
の角礫が数ｍおきに点在している。長
森丘陵の母岩から得た礫が盛土内に置
かれたものと考える。

盛土単位７

２cm０
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図
版
15

第19図12

第21図１

第21図７

第21図３

第24図７

第24図８

第23図３

第23図１

第23図９

第22図14

第16図９

第18図10

第16図12

第18図11

第17図13

第18図６

第18図９

第17図10

龍泉窯（写真のみ）
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５cm０

第 151 次調査出土墨書土器・遺構外出土中国磁器

第26図13

第25図13

□厨
須恵器坏口縁部横位
９世紀後半

第26図９

第26図14

第26図１ 第25図19

第25図20

第26図２

第26図８

第25図17

官
土師器坏胴部正位
９世紀第４四半期

官
須恵器坏底部
９世紀後半

須恵器坏底部
９世紀後半

須恵器坏胴部正位
９世紀後半

厨
土師器坏底部
９世紀第４四半紀～
10世紀第２四半期

□所
土師器坏胴部正位
９世紀第４四半期

大
須恵器坏胴部正位
９世紀後半

厨
須恵器坏胴部逆位
９世紀後半第26図６

□（厨ｶ）
土師器坏底部
９世紀第４四半期～
10世紀第２四半期

臣
須恵器台付鉢底部
９世紀第２四半期

須恵器坏胴部横位
９世紀後半

第25図12

□（舟ｶ）

第24図９　遺構外
漳州窯

図
版
16
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図
版
17

秋
田
城
兵
粮
貳
拾
漆
□
×

×
□ 
捌
佰
伍
拾
×

×
□ 
俘
料
下
□
×

×
□
□ 
使
大
目
𦊆𦊆
本
×

× 
田
城
兵
□
×

〔
釈
文
〕

〔
斛
ｶ
〕

〔
粮
ｶ
〕

Ａ
面

５cm０

５cm０

第 7号漆紙文書 (１)
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×
□
无
位
□
□

×
□ 
□
連

Ｂ
面

文書が歪んでいるため、表裏の輪郭は一致しない

〔
釈
文
〕

〔
公
ｶ
〕

５cm０

５cm０

第 7号漆紙文書 (２)

図
版
18
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図
版
19

第 7号漆紙文書 (３)

５cm０

５cm０

漆膜

Ｂ面

２

３

４ ５

７

６
墨書

１　展開前
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第 7号漆紙文書 (４)

５cm０

漆膜

８＋９

10

11

12

13

14

15 16

17 18

19

墨書

図
版
20
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文
字
の
雰
囲
気
を
見
る
と
、
Ａ
面
に
く
ら
べ
て
、
Ｂ
面
の
文
字
は
細
く
、
Ａ
面

の
文
字
と
は
対
照
的
で
あ
る
。「
□
□
連
」
の
下
は
、
現
状
で
は
文
字
が
確
認
で
き

な
い
の
で
、
自
署
が
書
か
れ
て
い
な
い
案
文
と
み
れ
ば
不
自
然
で
は
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ａ
面
と
Ｂ
面
は
、
性
格
の
異
な
る
文
書
で
あ
り
、
両
者
は

内
容
的
に
は
か
か
わ
ら
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ど
ち
ら
の
面
が
先
に
書
か
れ

た
か
に
つ
い
て
は
決
め
難
い
が
、
も
し
Ｂ
面
が
文
書
の
案
文
と
想
定
で
き
る
と
す

れ
ば
、
帳
簿
の
裏
に
文
書
の
案
文
を
書
い
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
先
に

Ｂ
面
が
書
か
れ
、
そ
れ
が
不
要
に
な
っ
た
あ
と
、
帳
簿
と
し
て
二
次
利
用
さ
れ
た

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
ま
と
め
〕

　
本
文
書
に
つ
い
て
、
判
明
し
た
こ
と
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
１
）
本
漆
紙
文
書
の
Ａ
面
は
、
出
羽
国
に
大
目
の
官
職
が
置
か
れ
た
天
長
七
年

（
八
三
〇
）
以
降
に
作
成
さ
れ
た
帳
簿
で
あ
る
。

（
２
）
Ａ
面
の
内
容
は
、
秋
田
城
に
支
出
し
た
兵
粮
の
数
量
や
、
狄
俘
に
支
給
し

た
食
料
の
数
量
を
、
支
出
の
た
び
ご
と
に
記
録
し
、
出
羽
国
の
大
目
（
第
四
等
官
）

が
そ
の
つ
ど
確
認
・
署
名
し
た
帳
簿
で
あ
る
。

（
３
）
Ｂ
面
は
ウ
ル
シ
付
着
面
の
た
め
、
文
字
が
二
行
ほ
ど
し
か
確
認
が
で
き
な
い

が
、
官
職
・
位
階
・
人
名
が
記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
４
）
Ａ
面
と
Ｂ
面
は
、
書
か
れ
て
い
る
文
字
の
雰
囲
気
が
異
な
っ
て
お
り
、
表
裏

は
一
連
の
内
容
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
の
面
が
廃
棄
さ
れ
た
あ
と
、
ど
ち
ら
か
の

面
が
再
利
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
元
慶
の
乱
と
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
し
た
が
、
あ
く
ま
で
も
一

つ
の
仮
説
に
す
ぎ
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
、
払
田
柵
に
お
い
て
、
秋
田
城
へ
の
兵

粮
の
支
出
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
狄
俘
（
服
属
し
た
蝦
狄
）
に
食
料
を

支
給
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
国
司
の
大
目
が
か
か
わ
っ
て
い
た
と
い
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
点
で
あ
る
。
払
田
柵
の
性
格
を
考
え
る
上
で
、
き
わ
め
て
重
要
な

資
料
と
い
え
よ
う
。

〔
付
記
〕

　
釈
読
後
、鈴
木
拓
也
氏
よ
り
、Ａ
面
四
行
目
の
第
二
字
を「
物
」と
読
み
、「
雑
物
使
」

の
可
能
性
は
な
い
か
と
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
釈
語
が
不
明
な
部
分
に
つ
い
て

は
、
な
お
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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民
と
雑
居
し
、
や
や
も
す
れ
ば
間
隙
に
乗
じ
て
、
腹
心
に
病
を
成
す
。
頃
年
、

頻
り
に
不
登
に
遭
い
、
憂
い
荒
飢
に
有
り
。
も
し
優
恤
せ
ず
ん
は
、
民
・
夷

和
ら
ぎ
難
し
。
望
み
請
う
ら
く
は
、調
庸
二
年
を
復
し
、将
に
弊
民
を
休
め
ん
」

と
。
是
に
至
り
て
勅
し
て
一
年
を
復
す
。
ま
た
、
不
動
穀
六
千
二
百
九
石
七

斗
を
三
郡
の
狄
俘
八
百
三
人
に
給
う
」

（
こ
れ
以
前
、
出
羽
国
か
ら
「
出
羽
国
管
轄
の
諸
郡
の
う
ち
で
、
山
北
の
雄
勝
・

平
鹿
・
山
本
の
三
郡
は
、
国
府
か
ら
は
遠
い
一
方
、
賊
の
地
に
接
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
に
は
、
昔
反
乱
を
起
こ
し
た
蝦
夷
の
種
族
の
子
孫
が
百
姓
と
雑
居

し
て
い
て
、
と
も
す
れ
ば
百
姓
と
の
不
和
に
乗
じ
て
救
い
が
た
い
心
配
事
を

起
こ
す
場
合
が
あ
る
。
近
年
、
し
ば
し
ば
五
穀
が
実
ら
ず
、
飢
饉
の
心
配
が

あ
る
。
手
厚
い
施
し
を
し
な
け
れ
ば
百
姓
と
蝦
夷
と
の
間
に
不
和
が
生
じ
よ

う
。
そ
こ
で
調
庸
二
年
分
を
免
除
し
て
、
窮
乏
し
て
い
る
百
姓
を
救
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
の
上
奏
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
年
分
の
税
を
免
除
す
る
命

令
を
下
し
た
。
ま
た
、
三
郡
の
狄
俘
八
〇
三
人
に
対
し
不
動
穀
六
二
〇
九
石

七
斗
を
支
給
し
た
）

と
い
う
記
事
が
み
え
る
。

　
前
者
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
雄
勝
城
に
国
司
を
派
遣
し
て
、
雄
勝
・
平
鹿
・
山
本

の
三
郡
の
不
動
穀
を
俘
囚
に
支
給
し
た
と
あ
る
。
そ
の
際
の
支
給
拠
点
が
雄
勝
城
で

あ
っ
た
。
後
者
の
記
事
も
、
雄
勝
・
平
鹿
・
山
本
の
三
郡
の
狄
俘
に
不
動
穀
を
支

給
し
た
と
あ
り
、
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
雄
勝
城
が
そ
の
拠
点
と
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
記
事
を
ふ
ま
え
る
と
、「
□
俘
料
」
は
、
あ
る
い
は
「
狄
俘
料
」
と
読

み
、
元
慶
の
乱
に
関
連
し
て
、
払
田
柵
（
＝
雄
勝
城
）
が
狄
俘
に
対
し
て
支
給
し

た
不
動
穀
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
元
慶
二
年
七
月
十
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
雄
勝
城
に
左
馬
大
允
藤
原
滋
実
と
左
近

衛
将
曹
兼
権
大
目
茨
田
貞
額
を
遣
わ
し
て
、
俘
囚
に
不
動
穀
を
支
給
し
た
と
あ
る

が
、本
漆
紙
文
書
に
み
え
る
「
大
目
𦊆
本
」
も
、彼
ら
と
同
様
に
払
田
柵
（
＝
雄
勝
城
）

に
遣
わ
さ
れ
、
穀
米
の
支
給
に
か
か
わ
っ
た
国
司
官
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

「
大
目
」
の
上
に
「
□
□
使
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

　
つ
ま
り
、「
秋
田
城
兵
粮
」
も
「
□
俘
料
」
も
、
元
慶
の
乱
に
関
連
し
て
支
出
し

た
穀
米
で
あ
る
と
す
る
説
明
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
く
り
返
す
よ
う
に
、
漆

紙
文
書
の
年
代
が
特
定
で
き
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
提
示

し
て
お
く
に
と
ど
ま
る
。

〔
Ｂ
面
の
内
容
〕

　
Ｂ
面
は
ウ
ル
シ
付
着
面
の
た
め
、
文
字
が
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
が
、
一
行

目
に
は
位
階
（
无
位
）、二
行
目
に
は
人
名
（
□
□
連
）
が
わ
ず
か
に
確
認
で
き
る
。

　
一
行
目
と
二
行
目
の
文
字
の
高
さ
に
注
意
す
る
と
、
お
そ
ら
く
官
職
・
位
階
・

人
名
が
列
記
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

（
官
職
名
）（
位
階
）（
人
名
）

　
　 
×
□
无
位
□
﹇

　
　
　
　
　 
×
□
□
連

　
こ
れ
だ
け
で
は
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
一
つ
の
可
能
性

と
し
て
、
公
文
書
の
案
文
の
、
最
後
の
署
名
部
分
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
い
か
。
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と
か
ら
、
こ
の
帳
簿
が
書
か
れ
た
年
代
は
、
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
以
降
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　
実
例
と
し
て
は
、『
日
本
三
代
実
録
』
が
記
載
す
る
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
か
ら

は
じ
ま
る
元
慶
の
乱
に
関
す
る
記
事
に
、「
権
大
目
茨
田
貞
額
」「
権
大
目
春
海
奧

雄
」「
権
大
目
他
戸
千
与
本
」「
小
目
豊
岡
継
雄
」
な
ど
、「
権
大
目
」「
小
（
少
）
目
」

の
官
職
を
も
つ
人
物
が
何
名
か
み
え
る
。

　
次
に
、
記
述
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
二
行
目
、
五
行
目
の
「
秋
田
城
兵
粮
」
が
、
秋
田
城
に
支
出
す
る
兵
粮
の
記
録

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
す
で
に
述
べ
た
が
、
秋
田
城
へ
の
兵
粮
の
支
出
が
、

恒
常
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
も
の
な
の
か
、
戦
時
な
ど
の
さ
い
に
臨
時
的
に
お
こ

な
わ
れ
た
も
の
な
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。

　
戦
時
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
元
慶
の
乱
に
か
か
わ
っ
た
兵
粮
支
出
で

あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
こ
と
を
直
接
に
示
す
史
料
は
存
在
し
な
い
が
、
た
と
え
ば
、『
日
本
三
代
実

録
』
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
八
月
四
日
条
に
、

「
ま
た
、
越
中
・
越
後
の
両
国
を
し
て
、
各
米
一
千
斛
を
送
り
、
以
て
軍
糧
に

充
て
し
む
」

（
ま
た
、
越
中
・
越
後
の
両
国
か
ら
各
米
一
千
斛
を
送
ら
せ
、
軍
糧
に
あ
て
た
）

と
あ
り
、
越
中
・
越
後
の
両
国
か
ら
兵
粮
米
と
し
て
各
米
一
千
石
が
出
羽
国
に
送

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
し
、
ま
た
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
（
八
七
九
）

三
月
二
日
条
に
は
、

「
国
内
の
黎
氓
、
苛
政
に
苦
し
み
来
た
り
、
三
分
の
一
は
、
奥
地
に
逃
げ
入
る
。

遺
る
と
こ
ろ
の
民
も
、
数
年
の
弊
を
承
け
、
自
存
の
方
無
し
。
い
わ
ん
や
軍

興
以
来
、
軍
粮
を
運
び
転
ら
し
、
去
今
の
両
年
少
時
も
息
ま
ず
」

（
出
羽
国
内
の
民
は
、
苛
政
に
苦
し
み
、
そ
の
三
分
の
一
は
奥
地
に
逃
げ
入
っ

て
し
ま
っ
た
。
残
る
者
も
こ
こ
数
年
の
疲
弊
に
苦
し
み
、
自
力
で
生
活
す
る

方
策
が
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
反
乱
が
起
き
て
か
ら
軍
粮
の
運
送
に
徴
発
さ

れ
て
、
元
慶
二
、三
年
は
少
し
も
休
め
な
い
で
い
る
）

と
あ
り
、
出
羽
国
内
で
軍
粮
が
運
送
さ
れ
て
い
た
様
子
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
出
羽
国
の
内
外
か
ら
、
軍
粮
が
お
そ
ら
く
は
秋
田
城
に
運
ば
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
次
に
、
三
行
目
の
「
□
俘
料
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
も
、『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
七
月
十
日
条
の
、

元
慶
の
乱
に
か
か
わ
る
記
事
が
参
考
に
な
る
。

「
そ
れ
雄
勝
城
は
十
道
を
承
く
る
の
大
衝
な
り
。
国
の
要
害
、
尤
も
こ
の
地
に

在
り
。
仍
り
て
左
馬
大
允
藤
原
滋
実
・
左
近
衛
将
曹
兼
権
大
目
茨
田
貞
額
等

を
雄
勝
城
に
遣
わ
し
、
雄
勝
・
平
鹿
・
山
本
三
郡
の
不
動
穀
を
以
て
、
郡
内

及
び
添
河
・
覇
別
・
助
川
の
三
村
の
俘
囚
に
給
い
、
そ
の
心
を
慰
喩
し
、
相

励
勉
せ
し
む
」

（
雄
勝
城
は
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
出
羽
国
の
要
害
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
左
馬

大
允
藤
原
滋
実
・
左
近
衛
将
曹
兼
権
大
目
茨
田
貞
額
を
雄
勝
城
に
派
遣
し
て
、

雄
勝
・
平
鹿
・
山
本
三
郡
の
不
動
穀
を
も
っ
て
、
郡
内
及
び
添
河
・
覇
別
・

助
川
の
三
村
の
俘
囚
に
支
給
し
、
彼
ら
を
慰
め
、
励
ま
し
た
）

　
ま
た
同
四
年
（
八
八
〇
）
二
月
二
十
五
日
条
に
、

「
こ
れ
よ
り
先
、
出
羽
国
言
す
、「
管
諸
郡
の
中
、
山
北
の
雄
勝
・
平
鹿
・
山

本
の
三
郡
は
、
遠
く
国
府
を
去
り
、
近
く
は
賊
地
に
接
す
。
昔
時
、
叛
夷
の
種
、

— 75（３） —

第５章　調査成果の普及と関連活動



る
の
で
あ
ろ
う
。
秋
田
城
か
ら
兵
粮
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
す
る
可
能
性
と
、
秋
田

城
に
兵
粮
を
送
っ
た
可
能
性
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
後

者
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
秋
田
城
の
兵
粮
と
し
て

二
七
斛
を
支
出
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
記
載
と
考
え
ら
れ
る
。

　
三
行
目
は
「
×
□
俘
料
下
す
…
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。「
□
俘
」
は
、
服
属

し
た
蝦
夷
を
示
す
「
狄
俘
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
狄
俘
料
と
は
、
狄
俘
に
支

給
し
た
食
料
と
考
え
ら
れ
、「
□
俘
料
下
す
…
」
の
後
は
、
穀
米
の
数
量
が
書
か
れ

て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
考
え
て
、
こ
の
帳
簿
は
支
出
を
記
録
し
た

も
の
で
あ
り
、
前
行
の
「
秋
田
城
兵
粮
…
」
も
、
秋
田
城
に
兵
粮
を
支
出
し
た
記

録
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
四
行
目
で
注
目
す
べ
き
は
、「
大
目
」
で
あ
る
。「
大
目
」
は
国
司
の
第
四
等
官

を
意
味
す
る
官
職
名
で
あ
る
。
そ
の
下
の
「
𦊆
本
」（
𦊆
は
岡
の
異
体
字
）
は
人
名

の
一
部
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
×
□
□
使
大
目
𦊆
本
×
」
は
、「
○
○
使
で
あ

る
国
司
の
大
目
（
第
四
等
官
）
の
𦊆
本
…
」
と
読
め
、
署
名
部
分
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
五
行
目
は
、
二
行
目
と
同
じ
「
秋
田
城
兵
粮
…
」
の
記
載
が
確
認
で
き
る
。
つ

ま
り
秋
田
城
兵
粮
の
支
出
記
録
が
、
く
り
返
し
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
こ
の
文
書
は
、
秋
田
城
兵
粮
や
、
□
俘
料
な
ど
の
穀
米
の
支
出
を
そ

の
つ
ど
（
た
と
え
ば
日
ご
と
に
）
記
録
し
て
い
っ
た
帳
簿
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

米
が
支
出
さ
れ
る
ご
と
に
そ
の
費
目
と
数
量
が
記
録
さ
れ
、
そ
の
つ
ど
、
大
目
が

確
認
し
て
、
署
名
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
一
行
目
の
「
□
捌
佰
伍
拾
×
」
は
、
別
の
費
目
の
支
出
記
録
で
あ
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
が
、支
出
額
の
総
計
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
文
書
は
、
支
出
す
る
穀
米
の
数
量
と
そ
の
費
目
を
そ
の
つ

ど
記
録
し
、
そ
れ
に
対
す
る
国
司
（
大
目
）
に
よ
る
確
認
の
署
名
が
く
り
返
し
書

か
れ
た
帳
簿
の
一
部
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

〔
Ａ
面
の
内
容
に
関
す
る
考
察
〕

　
本
文
書
は
、
年
紀
が
み
え
ず
、
作
成
さ
れ
た
年
代
が
不
明
で
あ
る
が
、
年
代
の

手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
四
行
目
の
「
大
目
」
と
い
う
国
司
の
官
職
名
で
あ
る
。

　
律
令
の
規
定
で
は
、
国
に
は
「
大
国
」「
上
国
」「
中
国
」「
小
国
」
の
四
つ
の
等

級
が
あ
り
、
出
羽
国
は
「
上
国
」
と
さ
れ
て
い
た
。
大
目
は
、
大
国
に
の
み
存
在

す
る
官
職
名
で
あ
り
、
上
国
に
は
目
の
み
で
、
大
目
は
存
在
し
な
い
。

　
だ
が
、『
類
聚
三
代
格
』
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
閏
十
二
月
二
十
六
日
太
政
官
奏

に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
、
出
羽
国
に
大
目
・
少
目
を
置
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

太
政
官
謹
奏

　
増
加
出
羽
国
官
員
事

　
　
大
少
目
各
一
員
〈
元
員
一
人
、
今
加
一
人
〉

　
　
史
生
四
員
〈
元
員
三
人
、
今
加
一
人
〉

右
彼
国
守
従
五
位
上
勲
六
等
小
野
朝
臣
宗
成
等
解
偁
、「
此
国
頃
年
戸
口
増
益

倉
庫
充
実
。
稽
于
遂
初
寔
為
殷
繁
。
又
雄
勝
秋
田
等
城
及
国
府
戎
卒
未
息
。

関
門
猶
閉
。
配
此
数
処
国
司
少
員
。
方
今
雖
干
戈
不
動
辺
城
静
謐
。
而
豺
狼

野
心
不
可
不
慎
。
望
請
、
准
人
数
増
加
官
員
」
者
、（
中
略
）
臣
等
商
量
所
定

如
右
。
伏
聴
天
裁
。
謹
以
申
聞
。
謹
奏
。
聞
。

　
天
長
七
年
閏
十
二
月
廿
六
日

　
す
な
わ
ち
こ
の
と
き
に
初
め
て
出
羽
国
に
大
目
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

— 76（２） —

払田柵跡調査事務所年報 2017



払
田
柵
跡
第
一
五
一
次
調
査
出
土
の
第
七
号
漆
紙
文
書

　
　
　
　
　
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
三
上
　
喜
孝

　
　
　
　
　
　
東
京
大
学
大
学
院
　
　
　
井
上
　
　
翔
（
調
査
協
力
）

〔
釈
文
〕

Ａ
面　

　
×
□
捌
佰
伍
拾
×

　
秋
田
城
兵
粮
貳
拾
漆
□〔斛
カ
〕×

×
□
俘
料
下
□
×

×
□
□
使
大
目
𦊆
本
×

×
田
城
兵〔
粮
カ
〕

□
×

Ｂ
面
（
ウ
ル
シ
付
着
面
）

×
□
无
位
□
﹇ 

　
　
　
×
□
□〔公
カ
〕連

〔
形
状
〕

　
本
漆
紙
文
書
は
、
も
と
も
と
ウ
ル
シ
付
着
面
を
内
側
に
し
て
、
四
つ
折
り
に
し

て
廃
棄
さ
れ
て
い
た
。
解
読
に
あ
た
り
、
四
つ
折
り
に
な
っ
て
い
た
漆
紙
文
書
を

展
開
し
た
。

〔
Ａ
面
の
内
容
〕

　
Ａ
面
で
ま
ず
目
を
引
く
の
は
、
数
字
が
す
べ
て
、
大
字
で
表
現
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
書
が
、
数
量
を
正
確
に
記
載
す
る

公
的
な
帳
簿
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
た
だ
し
、
文
字
の
配
列
を
見
る
と
、
必
ず
し
も
揃
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

文
字
の
大
き
さ
も
均
一
で
は
な
い
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
最
終
的
に
と
と
の
え

ら
れ
た
帳
簿
と
い
う
よ
り
も
、
あ
る
段
階
で
の
記
録
で
あ
り
、
最
終
的
な
帳
簿
を

作
成
す
る
際
の
材
料
と
な
っ
た
メ
モ
的
な
記
録
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
最

終
的
な
帳
簿
に
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
際
、
こ
の
記
録
は
不
要
に
な
り
漆
桶
の
蓋
紙
に

転
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
二
行
目
の
「
秋
田
城
兵
粮
貳
拾
漆
□
〔
斛
カ
〕」

と
い
う
記
載

で
あ
る
。
秋
田
城
は
、
秋
田
県
秋
田
市
に
所
在
す
る
古
代
城
柵
で
あ
り
、
奈
良
時

代
の
天
平
五
年
（
七
三
三
）
に
出
羽
柵
が
庄
内
地
方
か
ら
秋
田
村
高
清
水
岡
に
移

転
し
た
際
に
創
建
さ
れ
、
そ
の
後
天
平
宝
字
年
間
に
秋
田
城
に
改
称
さ
れ
た
。
八

世
紀
前
半
か
ら
一
〇
世
紀
に
か
け
て
、
出
羽
国
北
部
の
軍
事
・
行
政
の
中
心
地
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
た
。

　
二
行
目
の
記
載
は
、
秋
田
城
と
兵
粮
の
や
り
と
り
を
お
こ
な
っ
た
記
録
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
単
位
を
斛
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
穀
ま
た
は
舂し
ょ
う

米ま
い

を
指
し
て
い
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田県大
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仙市
払
ほっ

田
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39度
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６秒
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仙
せん
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柱穴列 １条
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柱穴 ５基

柱穴列 ２条
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漆紙文書　炭化米
獣骨　他

青磁　染付

外郭南門南西官衙
域。南大路西側の沖
積地に対して造成を
継続的に行う。新た
な建物を検出したこ
とから、造成地での
業務が盛んに行われ
ていたことを推定し
た。第７号漆紙文書
が出土し、国司四等
官である大目の存在
が明らかとなった。

要 　 約 　払田柵跡第151次調査は、第９次５か年計画の４年度である。第148 ～ 150次調査
に引き続き外郭南門南西官衙域の大路西建物西側の沖積地を対象とした。第148次調
査以来、沖積地に対する造成面（ＳＸ2141盛土整地地業）を調査している。今年度
は造成面を中層域まで掘り下げ、掘立柱建物跡（ＳＢ2168）・柱穴列（ＳＡ2171）・
溝跡（ＳＤ2166他）を検出し、遺構構築面が形成されていることがわかった。10世
紀第２四半期の盛土層から第７号漆紙文書が出土した。文中に「秋田城」、「兵粮」、
「俘料」、「大目𦊆本」の文字、「捌佰伍拾」、「貳拾漆」という大字による数字が書か
れており、帳簿の下書きであると推定された。国司四等官である大目が払田柵跡に
いたことを示す証拠となる。
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